
既存化学物質の生態影響に関する情報  

平成21年12月18日 化審法3省合同会議  

官報公示   CASNo．   
整理番号  

物質名称   頁   

2－139 2－143  1116－76－3  トリーn－オクテルアミン   

4－378   117－80－6  2，3－ジクロロー1，4－ナフトキノン   23   

2－798   111－82－0  ドデカン酸メチル   37   

2－66  
111－85－3  1－クロロオクタン   

2－68  
44   

2－176  
124－28－7  N，N－ジメチルーn－オクタデシルアミン   

2－185  
57   

2－814  

2－827  93－83－4  N，N－ビス（2－ヒドロキシエチル）－オレアミド   63   
2－2503  

2－8   111－65－9  オクタン   70   

2－27   112－41－4  1－ドデセン   81   

5－3732  52829－07－9  デカンニ酸ビス（2，2，6，6－テトラメチルー4－ピペリジニル）   88  
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藻類生長阻害試験結果報告書  

1．一般的事項  

新規化学物質等の名称   トリー〃－オクチルアミン   

（lURAC命名法による）  

別  名  

C A S  番 号  1116－76－3   

構造式又は示性式  ≡ 

は、その製法の概要）   
（いずれも不明な場合   H3。1。H2。。3  

分子式：G晶】N   

分  子  量  353．67   

試験に供した新森   99．8％（GC）   
化学物質の純度（％）  

試験に供した新規  

化学物質のロット番号   

不純物の名称   不明   
及び含有率  

蒸  気  圧  

対 水 溶 解 度  不溶（50〃g几）   

1一オクタノール／水分配係数  logf，ow＞6．3   

融  

観  点  

常温における性状  無色澄明液体   

安  定  性  安定   

溶媒   溶解度   溶媒中の安定性  

溶媒に対する溶解度等         アルコール  ・微溶  
エーテル   易溶  

ー1－   
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2．試験溶液の被験物質濃度の分析方法  

項  目   方  法   

［分析試料のサンプリング］  

・分析実施区：全試験区  

・分析頻度：暴露開始時、暴露開始後封時間、亜時間及び暴露終了時  
・採 取 量：約100mL（全試験区）  

・痍取方法：暴露開始時；調製容蕃より別途分取した．。  

暴露開始後24時間及び咄時間；  
各試験区の分析試料用試験容器からそれ  

ぞれ採取後、遠心分離（300P叩mで10  

分析方法  
分間）により藻体を除去した。  

暴露終了時；各試験区の試験容器からそれぞれ均等量  

採取し混合後、遠心分顧（3000rpm、10  
分間）により藻体を除去した。  

［被験物質の定量］  

ガスクロマトグラフィーー質量分析法（GC－MS）を用い、タロマト  

グラム上の披験物質のピーク面積と内部標準物質のピーク面積の比  
より作成した枚量線の回帰式に代入してGC－MS試料中の被験物質  

絶対量を求めた。これより試験液中の被験物質濃度を算出した。   

採取した試験液について、以下のフロースキームにより前処理操作を  

行い、GC－MS試料を調製した。  

フロースキーム  

試験液●1100血  

←塩化ナトリウム 30g（電子上皿天びん）  

←酢酸エチル 30mL（メスシリンダー）  

・振とう（10分間）  

前処理法  
摩チル層 

・ビーカーに入れた酢酸エチル層をナスフラスコに移す  

・濃縮 約1mL（ロータリーエバボレーター，約40℃）  

←内部標準溶液●2100／止（マイクロシリンジ）  

GC一雨s試  

ヰ1そのまま若しくは培地で適宜希釈した試験液  

＊210mg／Lトリへキシルアミン溶液（酢酸エチルで調製）   

－2－   
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ガスクロマトグラフー質量分析計  

Agi1entTechnoIogies製 6890SeriesPlu＄＋  

Agi1entTbchnologies製 5973NMSD  

AgilentTechnoIogies製 7683Series  

機  器   

ガスクロマトゲラフ   

質量分析計   

自動試料注入装置  

ガスタロマトグラフ条件  

DBr17 膜厚0．25FLm（Agi1entTbchnologies製）  

30mXO．25mml．D．フューズドシリカ製  

150℃（1min）→2帥℃（3min）  

30℃／min  

ヘリウム  

14．7mUmin  

l／（L  

スプt」ット  

5．0  

172 kPa 

280℃  

カ  ラ  ム   

カ ラム温度  
昇温速度  

キャリアガス  

全 流 量  
注  入  量  

導入モード  

スプリット比  

圧  力  

試料導入部温度   

質量分析計条件  

定量条件  

イ オ ン化法  
検  出  法  

測定イオン（m／z）  

イオン源温度  
MS四重極温度  
イオン化エネルギー  

トランスファーライン温度  

電子イオン化法（EI）  

選択イオンモニタリング（SIM）  

254（内部標準物質：1粥）  

230℃  

150℃  

69．9eV  

280℃  

平均回収率：100％  

定量下限値：暴露開始時及び終了時；0．0010m釘L  
暴露24時間後及び48時間後  0・0011m釘L  

一3－  

3   
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3．試験材料及び方法  

項   目 内  容   

種（学名・株名）  
■′一′′ ′′′′′′／′  

（ノ町CC22662）  

入手先  AmericanTypeCul仙reCollection  

試験生物                  対照物質への感受性  EC50（瓦G。）：0．80mg／L  

（EC5。）  ニクロム酸カリウム  

（対照物質名）  （和光純薬工業製 試薬特級）   

前培養の期間  3日間  

前 培 養  培地名  OECD培地  

21～24℃（±2℃の変動幅）  

環境条件（水温、光強度）     60～120■〝町m％（平均値±15％の変動幅）   
試験容器  

滅菌■した500mL容ガラス製三角フラスコ  

（通気性のシリコセン◎付）  

培地名  OECD培地  

暴露期間  2009年2月24日～2009年2月27日  

試験濃度（設定値）  
5濃度区［試験鱒液の含有率が100、25、  

6．3、1．6及び0．39％（公比4．0）】  

初期細胞濃度  約104cells／mL  

濃度区  
3連頓IJ途分析用試験容器を封時間用に1  

連数  
容器、‘略時間用に1容器設けた。）  

対照区  
6連（別途分析用試験容器を24時間用に1  

容器、亜時間用に1容器設けた。）  

試験条件  300mL／試験濃度区  

試験溶液量  
600mL／対照区  
hのmL／詞激容器月個扮析用試験容誇を別  

時間用に1容詠昭一時間用に1容凱）  

助剤の有無  無  

種類  

助剤，                濃度  

助剤対照区の連数  

培養方式（振とう培養、  
旋回振とう培養（約100回／分）  

静置培養、連続培養等）  

水温又は培養温度  23．a～24．0℃  

照明（光強度・時間等） 92～95摩加ゎ 72時間連続照明   

EGo（8C50）  最小二乗法  

結 果 の  生長速度  細胞観察結果及び有意差検定結果   
算出方法  （0＿3d）  NOEC  （Bart王et一法、一元配置分散分析、Dunnett  

の多重比較法）に基づき評価した。   

－4－  

l   
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4．試験結果及び考察  

項  目  内  容  

EC50（E．C50）：0．0022m釘L（95％信頼限界：算出不可）  

NOEC（生長速度0－3d）：0．Odo20mg／L（参考値）  
毒 性 値  

試 験 濃 度  測定濃度の幾何平均値  

培地への溶解度（23±1℃）  0・012～0・090m釘1．（予備試験での測定値）  

・試験液の調製法：供試試料と培地を100mき几（設定）になるよう  
に混合し、約48時間撹絆後、約1時間静置し  

て中層液を採取した。採取した中層液をフィル  

ターろ過して調製した試験原液を培地で適宜  
希釈して試験液を調製した。  

・細胞形状の異常等：無し  

試験は被鹸物質の培地への溶解濃度以下での試験生物に対する  

影響を求める試験として行った。その結果、EC知（BC50）は0■0022m釘L、  

NOECは0．00020m釘L（参考値）であった。暴露期間中、試験液中の  

被験物質濃度は低下したが、暴露開始時における試験最高濃度区の  

測定濃度（0■022mg／L）は溶解度（0．012～0．D90mg／L）の範囲内で  

あり、溶解濃度付近での評価に問題はないと判断される。また、試験  

環境条件も適切な範囲内であったことから、試験は試験法に準じた  

ものであったと判断される。   

試験の有効性（対顔区）  

∴暴露終了時には初期細胞数の110倍以上に増殖  

・日間の生長速度の平均変動係数：13％  

・繰り適し間の生長速度の変動係数：0．87％   

いずれも有効性基準を満たしていた。   
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4．喜式験結果及び考察  

内  容  項  目  

五G。（ErC50）：0．0022m釘L（95％信頼限界：算出不可）  

NOEC（生長速度0－3d）：0加020m釘L（参考値）  
毒 性 値  

測定濃度の幾何平均値  試 験 濃 度   

・培地への溶解度（23±1℃）：0．012～0．090m釘L（予備試験での測定値）  
・試験液の調製法：供試試料と培地を100mg几（設定）になるよう  

に混合し、約48時間撹坪後、約1時間静置し  
て中層液を採取した。採取した中層液をフィル  
ターろ過して調製した試験原液を培地で適宜  
希釈して試験液を調製した。  

・細胞形状の異常等：無し  

試験は被験物質の培地への溶解濃度以下での試験生物に対する  

影響を求める試験として行った。その結果、EC知（EC5。）は0．0022m釘1．、  

NOECは0．00020m釘L（参考値）であった。暴露期間中、試験液中の  
被験物質濃度は低下したが、暴露開始時における試験最高濃度区の  
測定濃度（0．022m釘L）は溶解度（0．012～0．090m釘L）の範囲内で  

あり、溶解濃度付近での評価に問題はないと判断される。また、試験  
環境条件も適切な範囲内であったことから、試験は試験接に準じた  

ものであったと判断される。   

試験の有効性（対照区）  

・ 

・日間の生長速度の平均変動係数：13％  

・繰り 

いずれも有効性基準を満たしていた。  

－5－  
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5．藻類の生長曲線  

図1 藻類の生長曲線  
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図2 藻類の漉度一生長阻害率曲線（生長速度）  

0．00001  0．0001  0．001  0．01  

Measuredconcentration（m釘り  

－7－   
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Appendixtable2－1M8aSuredconcentrationsoftestitemint由tsolutions  

MeasuredcozICentration（mga）  
Stock solution （CbmParedtoconcentrationatthestar（％）  

COnte皿t  

（％）  At也est訂t  － 24110uね   48bours  At也eend  Geom蝕元  

mea刀   

Control   n．d．a   n．d，b   n．d．b   n．d．I  

0．39   n．d．a   n．d．b   n．d．b   n．d．a  

1．6   n．d．a   n．d．b   n．d．b   n．d．a  

6．3   n．d．a   n．d．b   n．d．b   n．d．a  

25   0，0049   n．d．b   n．d．b   n．d．a   0．00078⊂   

100   0．022   
0．0087  0．∝）48  

（40）  P勾   
n．d．a   0．M2d   

a n・d・：Notdetemined（く0・∞10血〆り   

b n・d∴Not detemhed（く0・0011m釘L）  

Tnevaluesareexpressedasgeome扇cmeanSCalculatedbythefbllowlngequation  

羞恥赫－）・10g（c帆））・…）  
antiIog  

2払－ム）  

Where  

tl墓initialtime＜t2＜・・・ち＝finaltime  

COnCl＝inidalconcentration，COnC2，・・・，COnC。＝血alconcentratiorL，   

C TnehaUofdeterminationlimitwa畠substitutedfbrthevalueat24，48hours andat  

（heend，becausethepeakwasdetectedoneachchromatogram．［Itisrecorrmended   

by OECD guidaJICedomentNo・23＠000）］   

d Theh幻fofdeterminatioD最mitwassubstitutedforthevalt］e attheend，becausethe   
peakwasdetectedonthe血omatogram・［ItisrecommendedbyOECDguidanCe   
docu皿ent No．23（2000）〕  

－5AppⅢdiス2－   
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ミジンコ急性遊泳阻害試験結果報告書  

1．一般的事項  

新規化学物質等の名称 に  トリーかオクチルアミン   

（IUPAC命名按よる）  

別  名  

C A S 番 号  111（；－76－3   

は、その製絵の概要）   
構造式又は示性式 （いずれも不明な場合   H。。1。H2芸。鴫  

分子式：C24H封N   

分  子  量  353．67   

試験に供した新規 の  99．8％（GC）   

化学物質純度（％）  

試験に供した新規  

化学物質のロット番号   

不純物の名称   不明   

及び含有率  

蒸  気  圧  

対 水 溶 解 度  不溶（50爬几）   

1－オタタノール／水分配係数  1喝Pow＞6．3   

融  

沸  

常温における性状  無色澄明液体   

安  定  性  安定   

溶媒   溶解度   溶媒中の安定性  

溶媒に対する溶解度等   徴溶  

エーテル   易溶  

－l－  
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2．試験溶液の被験物質濃度の分析方法  

項  目   方  法   

［分析試料のサンプリング］  

・分析実施区：全試験区  

・分析頻度：暴露開始時、換水前後及び暴露終了時  
・採 取 量：約100mL（全試験区）  

†採取方法：暴露開始時及び換水後；調製容器より別途分取した。  

換水前及び暴露終了時；各試験区の試験容器の中層  

分析方法  
からそれぞれ均等量採取し、  
混合した。  

［被験物質の定量］  

ガスクロマトグラフィーー質量分析法（OC＿MS）を用い、クロマト  
グラム上の被験物質のピーク両横と内部棟準物質のピーク面積の比  
より作成した検量線の回帰式に代入してGC＿MS試料中の被験物質  
絶対量を魂めた。これより試験液中の被験物質濃度を算出・した。   

採取した試験液について、以下のフロースキームにより前処理操作を  

行い、GC－MS試料を調製した。  

フロースキーム  

試験液●】100mL  

←塩化ナトリウム 30g（電子上皿天びん）  

←酢酸エチル 30mL（メスシリンダー）  

・振とう（10分間）  

前処理法  

画エチル層 

・ビーカーに入れた酢酸エチル層をナスフラスコに移す  

・濃縮 約1mL（ロータリーエバボレーター，約40℃）  

←内部標準溶液●2100J几（マイクロシリンジ）  

GC－MS試  

＊1そのまま若しくは脱塩素水道水で適宜希釈した試験液  

＊210m少Lトリへキシルアミン溶液（酢簡エチルで調製）   

－2－  
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機  器   

ガスタロマトグラフ   

質量分析計   

自動試料注入装置  

ガスクロマトグラフ一葉量分析計  

Agi1entTechnologies製 6890SeriesPlus＋  

AgilentTtchnologies製 5973NMSD  

Agi1entTbchnologies製 7683Series  

ガスク  ロマトグラフ条件  

カ  ラ  ム   

カ ラム温度  

昇温速度  
キャリアガス  

全 流 量  
注  入  量  

導入モード  

スプリット比  

圧  力  

試料導入部温度   

質量分析計条件  

DB－17 膜厚0・25pm（Agi1entTbclm0logies製）  
30mXO・25mmI・D・フユ⊥ズドシリカ製  

150℃（1min）→280℃（3min）  
30℃／min  

ヘリウム  

14、7mL／min  

lJJL  
スプリット  

5．0  

172 kPa 

280℃  

定量条件  

イ オ ン化法  
検  出  法  

測定イオン（m／Z）  

イオン源温度  

MS四重極温度  
イオン化エネルギー  

トランスファーライン温度  

電子イオン化法（EI）  

選択イオンモニタリング（SIM）  

254（内部標準物質：198）  

230℃  

150℃  

69．9eV  

280℃  

平均回収率：90％  

定量下限値：0．0011mg几  

－3－  
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3．試験材料及び方法  

項  目  内  容   

種（学名・株名）  
オオミジンコ  

■′′′′ゴ′ ●・▲  

入手先  
英国Sh¢伍eld大学（所在地知慮鮎1dSlO  

試験生物  2UQ，UnitedKingdom）  

対照物質への感受性  48hEC50：0．28m釘L  

（EC50）  ニクロム酸カリウム  

（対照物質名）  （和光純薬工業製 試薬特級）   

飼育水の種療  脱塩素水道水  

飼  20土1℃  
環境条件（水温、明暗周期）  

16時間明／8時間暗（室内灯）   

試験容器  
100mLガラスビーカー  

透明な塩化ビニル製の墓を設置  

種類   脱塩素水道水  

試験用水        硬度（叫釘L）   42  

pH   7．ら（22℃）  

暴露期間  2009年3月2日～2009年3月4日  

試験濃度（設定値）  
5濃度区［試験原硬の含有率が00、40、  

却、10及び5．0％（公比2．0）］  

供試数  5頭／試験容韓  

連数   
書式験漢度区   4連  

試験条件  
対照区   4連  

試験溶液量  100mL／試験容＃  

助剤の有無   無  

種類  
助剤  

濾摩  

助剤対照区の連数  

試験方式  車止水式  

換水又は流水条件  暴露開始封時間後に試験液の全量を交換  

水温  20±1℃  

溶存酸素濃度 くDO）  8．8～8．9m釘L  

明暗周期  16時間明／8時間暗（室内灯）   

結果の  

算出方法   
EC50  Probit法   

4
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4．試験結果及び考察  

内  容  項  目  

毒 性 値  48hEC58：0・026m〆L（95％信頼限界：0．022～0．032m〆L）  

測定濃度の幾何平均値  

試験用水への溶解度（20±1℃）  0．046～0．16叩が一（予備試験での測定値）  

試験液の調製法：100mg／L（設定）になるように供試試料と試験用水  

を混合し、約48時間撹拝後、中層を採取し、フィル  

ターろ過して調製した試験原液を試験用水で適宜  
希釈して調製  

行動や外観の異常：嗜眠状態、遊泳阻害及び活動度の低下  

試験は被験物質の試験用水への溶解濃度以下での試験生物に対する  

EGoを求める試験として行った。その結果、被験物質のオオミジンコ  

に対する48時間EG。は0．026mg几であった。試験液中の被験物質渡度  

は調製濃度のほぼ±20％以内に保たれ、また、試験環境条件も適切な  
範囲内であったことから、試験は試験法に準じたものであったと判断  

される。  

一5－  
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5．ミジンコの濃度一道泳阻害曲線  
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Appendixtable2－1Measuredconcentrationsoftestitemintestsolutions  

MeasuredconceLltTation（mgA）  

Stock  （0叩訂edto00nCen加血血血匹甲a血a句  
SOlution  
COntent  

24bows  

（％）  At也e．     Attbe    Geometric      Bdbre  A允er     S‡a正  the  
仏e  end  mean  

renewal   renewd  

Control  n．d．   n．d．   n．d．   n．d．  

5．0   0．0082   0．0073 （89）  0．0067  0．0055 （82）    0．0068   
10  0．014  

0．011  0．0070  

（80）   

0．0088   （80）  0．0099   

20  
0．021  0．012  

・026  

（81）   

0．015  
（79）  

40  
0．047  

0．054  
（87）   0．031  0，027 （88）  0．038  

80  0．11  0．d96 （86）  0．060  0．056 （94）  0．078  

n．d．：＜0．0011mがノ   

a Atthestartor aftertherenewal 

ー5App。。dix2－  
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魚類急性毒性試験結果報告書  

1．一般的事項  

新規化学物質等の名称 （IUPAC命名法による）  トリー〃－オクチルアミン   

別  名  

C A S  番 号  1116－76－3   

構造式文は示性式  

は、その製法の概要）   
（いずれも不附な場合   坤。H3  

分子式：GH51N   

分  子  皇  353．d7   

試験に供した新規 の  99．8％．（GC）   

化学物質純度（％）  

試験に供した新規  

化学物質のロット番号   

不純物の名称  

及、び含有率   

蒸  気  圧  

対 水 溶 解 度  不溶（50〝釘L）   

トオクタノール／水分配係数  logI〉ow＞6．3   

融  点  

沸  

常温における性状  無色澄明液体   

安  定  性  雫定   

溶媒   鱒解琴   溶媒中の安定性  

溶媒に対する溶解度等         アルコール   徴溶  

エーテル   易溶  

－ト   
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2．試験溶液の被験物質濃度の分析方法  

項  目   方  法   

［分析試料のサンプリング］  

・分析実施区：全試験区  

・分析頻度：暴露開始時、換水前後（暴露96時間後換水後は除く）  
・採 取 量：約100mL（全試験区）  
・採取方法：各試験容器の中層から採取した。  

分析方法  
【被験物質の定量】  

ガスクロマトグラフィー一葉量分析法（GC－MS）を用い、クロマト  

グラム上の被験物質のピーク面積と内部梗準物質のピーク面積の比  
より作成した検量線の回帰式に代入してGC－MS試料中の被験物質  

絶対量を求めた。これより試験液中の被験物質濃度を算出した。   

採取した試験液について、以下のフロースキームにより前処理操作を  

行い、GC－MS試料を調製した。  

フロースキーム  

試験液’1100mL  

←塩化ナトリウム 30g（電子上皿天びん）  

←酢酸エチル 30mL（メスシリンダー）  

・振とう（10分間）  

前 処理法  

酢酸エチル層  

・ビーカーに入れた酢酸エチル層をナスフラスコに移す  

・濃縮 約1mL（ロータリーエバボレーター，約40℃）  

←内部標準溶液●210DJ止（マイクロシリンジ）  

GC－MS試  

＊1そのまま若しくは脱塩素水道水で適宜希釈した試験液  

＊210m釘Lトリへキシルアミン溶液（酢酸エチルで調製）   

ー2－  
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ガスクロマトグラフー質量分析計  

AgilcntTβChnologies製 6890SeriesPlus＋  
Agi1ent取chnologies製 5973NMSD  

AgilentTbchnologies製 7683Series  

機  器   

ガスタロマトゲラフ   

質量分析計   

自動試料注入装置  

ガスクロマトグラフ条件  

DB－17 膜厚0．25jLm（Agi1eJ）tTbchnologies製）  

30mXO．25mml．D．フューズドシリカ製  

150℃（1mim）→280℃（3min）  

30℃／min  

ヘリウム  

14．7mUmim  

l／JL  
スプリット  

5．0  

172 kPa 

280℃  

カ  ラ  ム   

カ ラム温度  

昇温速度  
キャリアガス  

全 流 量  
注  入  量  

導入モード  

スプリット比  

圧  力  

試料導入部温度   

質量分析計条件  

定量条件  

イ オ ン化法  
検  出  法  

測定イオン（m／Z）  

イオン源温度  

MS四重極温度  
イオン化エネルギー  

トランスファーライン温度  

電子イオン化法（EI）  

選択イオンモニタリング（SIM）  

254（内部標準物質：198）  

230℃  

150℃  

69．9eV  

280℃  

平均回収率：90％  

定量下限値：0．0011m釘L  

－3－  
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3．試験材料及び方法  

項  目  内  容   

種（和名・学名・系統）  ヒメダカ（0り′Z由∫励むe∫）  

財団法人化学物質評価研究機構  

入手先  久留米事業所（〒839－0801福岡県久  

留米市嘗ノ陣三丁目2番7号）  
試験生物  

大きさ（全長、体重）・月齢  全長2・5±0，098cm、体重0，11土0．011g 月齢2ケ月齢  
対照物質への感受性  96hLq。：O．34mgnJ（CuSO4換算）  

（LC5。）  硫酸銅（Ⅱ）五水和物  

（対照物質名）  （和光純薬工業製 試薬特級）   

じゅ、ん化期間  17巳間（2009年2月6日～2月23日）  

飼育水の種類  脱塩素水道水  

じゅん化前の薬浴の有無  無  

じ ゅん化                    じゅん化方式  流水式  

24±1℃  
環境条件（水温、明暗周期）  

16時間明／8時間暗（室内灯）  

餌料（種類・量・頻度等）  
コイ用配合餌料（2C）  

魚体重の2％量／日を毎日   

7．8L容のガラス製容器（直径24cm、  

言式験容器  深さ28cm）  

透明な塩化ビニル製の蓋を設置  

種類   脱塩素水道水  

試験用水        硬度（m釘L）   42  

pH   7．9（22℃）  

暴露期間  2009年2月23日～2009年2月28日  

試験濃度（設定値）  
5濃度区［試験原液の含有率が100、  

71、51、36及び26％（公比1．4）］  

供試数  
試験条件  

7尾／試験区  

試験溶液量  約4．9L／試験区  

助剤の有無   鹿  

助剤  種類  

濃度  

試験方式  半止水式  

換水又は流水条件  24時間毎に試験液の全量を交換  

水温  24±1℃  

溶存酸素濃度（DO）  7．4～7．¢m少L  

明暗周期  16時間甲／8時間暗（室内灯）   

結果の  
LC50  

算出方法  

ー4－  
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4．試験結果及び考察  

内  容  項  目  

毒 性 億  96hLC50：＞0．045m畠／L  

測定濃度の幾何平均値  

試験用水への溶解度（24±1℃）：0．040～0．10m少L  （予備試験での測定値）  

試験液の調製法：100mg／L（設定）になるように供試試料と試験用水  

を混合し、約24時間撹拝後中層を採取し、フィル  
ターろ過して調製した試験原液を試験用水で適宜  

希釈して調製  

行動や外観の異常：遊泳異常  

試験は被験物質の試験用水への溶解液度以下での試験生物に対す  
るLGoを求める試験として行った。その結果、被験物質のヒメダカ  
に対する96時間LG。は＞0．045m釘Lであった。試験液中の被験物質  

濃度は調製時濃度に対する維持率としては嘱～＄9％であり、舗％を下  

回る濃度区もみられた。しかしながら、本試験では24時間毎に換水  

を行う試験設計としており、その他の試験環境条件については適切な  

範囲内であったことから、本試験は試験法に準じたものであらたと判  

断された。  

ー5－  
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5．ヒメダカの濃度一累積死亡率曲線  
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Appendixtable2－1Measuredconcentrationsoftestitemintestsolutions  

Measuredconcentration（m9L）  

Stock  （Cbmparedtoconcentrationateachpreparadon3％）  

SOlution  
COnIent  

24bours  48ho血s  72boⅧ指  

（％）  At血e                   Atthe  Geometric       beぬre  ‘a負or   b曲re  a鮎r   befbre  a鮎r     Sta止   tbe  ・the   血e  tb 
the the  tbe  end   mean  

renewal  r印．eW血   renew山  renewd  ren¢W山  renew由   

・Cbntrol  n．d．  n．d．  n．d．  n．d．   n．d．   n．d．   n．d．  n．d．  

2（；  

0．012  
0．019  

（60）  0．010   0．0076 行6）  0．0073  0．0065 （89）  0，031   0．014  

（46）  

0．012   

36  
0．021  

0．026  
（78）  0．015   0．0097 （65）  0．012   0．0079 （65）  0．037  0．023 0．017   

51   0．041    0・032 0．025 0・015 （77） （59）      0．014  0．0097 （68）  0．044   0．024  

（54）  

0．023   

71   
0．044  0．018  

0．051  
（86）  

0，034  
（54）  d．024  0．013 （53）  0，057  0．040 （69）  0．032   

100   
0．αヲ9  ．034  

0．074  
（80）  

0．021  
0．039   

（88）  

0．031  
（68）   0．077  0．056 （73）  OJO45   

n．d．：＜0．0011mg几   

a At山e＄ta正Or8虎∝therenewal  

－5App餌dk2－  
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要  約  

試験委託者：環境省  

表   題：2，3－ジタロロー1，4－ナフトキノンの藻類（魚eぴゐA力℃血訂メeノ∫∂∫血叩ノねね）  

に対する生長阻害試験  

試験番号：AO80332  

試験方法 ‥本試験は，「新規化学物質等に係る試験の方法！こついて＜藻類生長阻害試験，  

ミジンコ急性遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験＞」（平成15年11月21日  

薬食発第1121002号，平成15・11・13製局第2号，環保企発第031121002風  

景終改正：平成18年11月20日）に準拠して実施した。  

1）供試生物：  

2）試験用水：   

3）暴露期間：  

4）培養方式：   

5）初期生物量：  

単細胞緑藻類（企e〟加ゎ℃血甜Je〟∂∫〝お印ノねね）  

試験ガイドライン推奨培地  

72時間  

止水式（開放系），振とう培養（100rpm）  

前培養した藻類 5×10き。ells／血  

（指数増殖期の藻類乾燥重量：1．7×10‾8mg／cell，n＝8）  

22℃（暴露期間中の変動範囲は±2℃以内）  

65～75〝E／㌦／s，白色蛍光灯で連続照明（液面付近）  

6）試験温度：  

7）照明：  

8）試験濃度（設定値）  

試験区   濃度（mg／L）  

対照区  

助剤対照区  

濃度区1  

濃度区2  

濃度区3  

濃度区4  

濃度区5  

濃度区6  

0．010   

0．022   

0．048   

0．10   

0．23   

0．50  

公比：2，2  

助剤：ペルジメチルホルムアミド，100〃L／L（濃度一定，ただし対照区は使用せず）  

9）分析法：  高速液体クロマトグラフ（HPLC）法  

23   
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結  果：  

1）試験液および試験培養液中の被験物質濃度   

被験物質濃度は，暴露開始時の試験液において低濃度区側から0．00996．0．02牲0．0461，  

0．0904，0．220，0・500mg／Lであった。また，暴露開始後72時間の試験培養液においては，  

0．01 

（く0．0005mg／L），0．軋 0．23，および0．50mg／L濃度区（濃度区4，5および6）では  

0．00710，0．04g7およぴ0．125mg／Lであった。   

ヒメダカに対する阜性毒性試廟（AO80334）における追加実験の結果から，被験物質  

は試験澱中で構造が変化していることが推測された。また，一般的にべンゾキノン類は水中で  

遷元されやすく，ヒドロキノンになりやすい。よって，濃度減少の主な原因は，培養条件下で  

の被験物質の変化が考えられた。  

2）生長速度の比較による阻宰濃度   

測定値の時間加重平均値より算出した阻害濃度   

半数生長阻害濃度ErC50（0－72h）：0．0724mg／L（95％倍額区間：0．0592～0．0885mg／L）  

最大無影響濃度NOECr（0－72b）： 0．00831mg／L  

試験液調製時の測定値より算出した阻害濃度＊   

半数生長阻害濃度ErC50（C－72h）：0．131mg／Lく95％倍額区間：0．0980～0．176mg／L）   

最大無影響濃度NOECr（0－72h）： D．0219 喝／L  

＊ 通常，被験物質濃度が暴露期間中に減少する場合，阻害濃度の算出には測定値の時間加重  

平均値を用いる。しかしながら，本試験で示された生長阻暑が変化物の影響を含んだ結果であ  

る可能性も否定できない。また，暴露期間中の被験物質と変化物を併せた濃度が試験液調製時  

の測定値と同等である可能性が鱒察されるため，時間加重平均値だけでなく，試験液調製時の  

測定値を用いた阻害濃度も算出した。  

3）藻寮の形態観察   

暴露開始後72時間の顕微鏡下での細胞形態観察の結果，濃度区5以上の濃度区では，T部で  

細胞容積の拡大（膨張）が静められた。濃度区4以下の濃度区では，細胞形態の変化（収縮，  

膨張，破裂等）や細胞凝集は認められず，また，対照区および助剤対照区との相違もなかった。   
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Grow血CuⅣeOfア∫eUゐ妨cあ乃erfe侮∫〟あご甲勉ね  

（Meanbiomassvs東meduringthe72－hourexposure）  

Figurei  
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Figure2   Concentration－Ⅰ血ibitionCurveBasedonんValuesCalculated鮎mtheGrowthRates  

l）Calculatcd如mtheGrow血RatesandtheTimeWeightedMeanMeasuredConcentrations  
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MeasuredConcentrationoftheTestSubstanceinTestCultures  Table4   

Mea㌔M8aSured   
Concen廿飢ion   

（l】せL）  

Nominal  Measured Concentration（mg几）  
Concentration  （Percent ofNominal）  

Test  

Group  
（m少Ⅰ．）  OHour 24Hours48Hou！S72Hours（PercentofNominal）  

Control  ＜0．0005 ＜0．0005 ＜0．0005 ＜0．0005  

SoIvent  

control  
＜0．0005 ＜0．0005 ＜0．0005 ＜0．0005  

0．00996 0．00562 0．000842 ＜0．0005  0上00359＊  

Conc．1  0．010  

」灘 （圭9 ．仙．．．…岬…………．，．……＿＿．．£！旦9）“．．．．．．．…．．（章魚…．…仙．．．．．．．．．．．．．．．．．…．．．．．ニ．岬．，，．．．……，．．叩，……‖．．【軸……－．．  

0．0219  0．0137 0．00221 く0．0005  0．00831＊  

Conc．2  0．022  
」 （璽ま …叫…．一“…．．．．．……．．………．．．。…．．，，．．．…．………．…．（！．9り…．………．£醍）…．．…．．壬望州仙．．．．．【ニ．．．……．…．．．加．．“．川仙．…．．…．．．．……．  

0．0461 0．0294  0．Ol14 ＜0，0005  0．O199＊  

Conc．3  0．04g  
l）  （2  ……．ニ…．．．…伽仙仙仙．．．．．建．壬ま叫．……叫．．．  

0．0904  0．0668  0．0393 0．00710  0．0496  
Conc．4  0．10  

叫叫．…．………………綬9仙……．（壁ま＿  ……廷9…＿．仙．…  

0．220  0．162  0．09（；6  0．0497  0．129  
Conc．5  0．23  

筐匂 ＿£7．9）…．．．．．．…………挽．仙…仙藁葺）…．．…叫．……．．…．．．．．．叫．．．＿．，り＿＿…．，．．  

0．500  0．34g O．209  0．125  0．2S5  
Conc．6  Jo．50  

（100）  ＿」嬰1＿＿＿＿  ＿＿．ゼミL＿＿  （57）  

a：Timeweightedmean  
＊：Thevalueofthedetectionlimit（0．0005m釘L）wasusedasvalueat72hoursforcalculationof   

thecor）Centrationoftimeweightedmean．  
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要 約  

試験委託者：環境省  

表  題：2，3－ジクロロー1，4－ナフトキノンのオオミジンコ（勧由叩由 に対する  

急性遊泳阻害試験  

試験番号：AO80333  

試験方法：本試験iも r新規化学物質等に係る試験の方法について＜藻類生長阻害試験，  

ミジンコ急性遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験＞」（平成15年11月21日  

薬食発第1121002号，平成15・11■13製局第2号，環保企発第031121002号，  

最終改正：平成18年11月20日）に準拠して実施した。  

オオミジンコ（妙Ja用卿∂）  

Elendt M4medium  

48時間  

半止水式（24時間後に試験液の全量を交換）  

20頭／試験区（5頭／容器）  

20±1℃  

室内光，16時間明（8001ux以下）／8時間暗  

1）供試生物：  

2）試験用水：  

3）暴露期間：  

4）暴露方式：  

5）供試生物数：  

6）試験温度：  

7）照明：  

8）試験濃度（設定値）：  

試験区  濃度（喝／L）  

対照区  

助剤対照区  

濃度区1  

濃度区2  

濃度区3  

濃度区4  

濃度区5  

0．010  

0．018  

0．032  

0．056  

D．10  

公比1．8  

助剤：ペルジメチルホルムアミド，9．9JJL／L  

（濃度一定，ただし対照区は使用せず）   

高速液体クロマトグラフ（HPLC）法   9）分析方鞍：  
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結  果：   

通常，被験物質濃度が暴露期間中に減少する場合，阻害濃度の算出には測定値の時間加重平  

均値を用いる。しかしながら，ヒメダカlち対する急性毒性試験（AO80334）における追  

加実験の結果から，被験物質は試験液中で構造が変化していることが推測され，また，一般的  

にべンゾキノン賛は水中で還元されやすく，ヒドロキノンになりやすい。よって，本試験で示  

された遊泳阻害が変化物の影響を含んだ結果である可能性も否定できない。試験液調製時の測  

定値を被験物質と変化物を併せた濃度とみなすことができるため，時間加重平均値だけでなく，  

試験液調製時の測定値の算術平均値を用いた阻害濃度も算出した。   

測定値の時間加重平均値から算出した阻害濃度   

48時間EC50：   0．01．70mg／L（95％信頼限界0．0118～0．0244mg／L，Binomial法）  

試験液調製時の測定値の算術平均値から算出した阻害濃度   

48時間EC50：   0．0211mg／L（95％信頼限界0．0152～0．0292mg／L，Binomial法）  

29   
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Figurel Concentration・InmobiutyCurve  

（1）Calculated丘omthetime－Weightedmean  

（2）Calculated舟omthearithmeticmeanofNew  
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Table5 MeasuredConcentrationsoftheTestShbstanceinTestW舐er  

（Semi－StaticCondition）  

MeasuredConcentration（mg几）  Test  Nominal  

Group Concen加痛on  

（mg几）   

0■Hour 24Hours 24Hours 48Hours  
New  Old  New  Old  

Meana  Meanb  

（PercentorNominal，％）  

Contml  ＜0．0005 ＜0．0005 ＜0．0005 ＜0．0005  

Solvent  

Control  
＜0．0005 ＜0．0005 ＜0．0005 ＜0．0005  

0．00S19 0．00400 0．00§20 0．00271 0．00540  0．00£20  
Conc．1  0．010  

（氾）  （40）  （82）  （27）  （54）   （氾）  

0．0146 0．00990  0．015B O．00S22  

（81）  （55）  （gg）  （46）  

0こ011往   0．0152  

（66）   （糾）  

Con¢．2  0．018  

0．0295  0．0210  0．0289  0，0194   0．0244  0．0292  

（92）  （66）  （90）  （61）   （76）   （91）  

Conc．3  0．032  

0．0515  0．0403  0．0508  0．03g4  

（92）  （72）  （91）  （69）  

0．0450   0．0512  
CollC．4  0．056  

（＄0）   （91）  

0．0961 0．07さ6  0，093g O．0743   0．0854  0．0950  
Conc．5  0．10  

（96）  （79）  （94）  （74）  （名5）   （95）  

a：   Time－Weightedmean  

b：   ArithmeticmeanofNew  

New： Newtestwater鮎shlyprepared  

Old： 01dtestwaterimmediatelypriortorenewalorattheendoftheexposurc  
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要  約  

・試験委託者： 環境省   

表題：  2，3－ジクロロー1，4一ナフトキノンのヒメダカ（如上∂∫∫∂吻eカに対する  

急性毒性試験  

試験番号：  AO80334  

試験方陰：  本試験は「新規化学物質等に係る試験の方法について＜藻類生長阻害試験，  

ミジンコ急性遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験＞」（平成15年11月21日  

薬食発第1121002号，平成15・11・13製局第2号，藻保企発第031121002号，  

最終改正：平成18年11月20日）に準拠して実施した。  

ヒメダカ（物上∂∫ノ8亡わeカ  

脱塩素水道水  

96時間  

半止水式（24時間毎に試験液の全量を交換）  

10尾／試験区  

24±1℃  

室内光，16時間明（10001ux以下）／8時間暗  

1）供試生物：  

2）試験用水：  

3）暴露期間：  

4）暴露方式：  

5）供試生物数；  

6）水温：  

7）照明：  

8）試験感度（設定値）：  

試験区   濃度（mg／L）   

対照区  

助剤対照区  

濃度区1  0．020  

濃度区2  0．036  

濃度区3  0．063  

濃度区4  0．11  

濃度区5  0．20  

公比：1．8  

助剤：ペルシeメ翻ホ祓アミド，9．8〃L／L（濃度一定，ただし対照区は使用せず）  

高速液体クロマトグラフ（HPLC）汝  9）分析方絵：   

‾す   
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結果：   

以下の結果は，試験破調製時の測定値の算術平均値をもとに算出した。  

96時間半数致死濃度（LC50）：0．0305mg／L（95％信頼限界0．0179～0．0516mg／L）  

当初の計画では，測定値の時間加重平均値を用いて結果を算出する予定であったが，被験物  

質が検出されない濃度区があり，時間加重平均値が逆転する現象が起こり，被験物質の構造が  

変化していることが推測された。また，供試魚への毒性影響は設定溝度に依存して認められた。  

逆転している時間加重平均値では毒性影響を正確に評価できないと考えられる一方で，変化物  

が毒性影響を示している可能性も否定できない。試験液調製時の測定値を被験物質と変化物を  

併せた濃度とみなすことができるため，時間加重平均値ではなく，試験液調製時の測定値の算  

術平均値を用いて結果を算出することとした。  
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Figurel Concentration－MortalityCurve  
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Table5  MeasuredConcentrationsoftheTestSubstanceinTestWater  

Test  Nominal   Measuredconcen仕出ion   

軒Oup   COnC．  （mg／L）  

（mg瓜）  】0－24br】24－48brl4g－72hri72・－96h  Mean   

Control  New  ＜0．0005  ＜0，0005  ＜0．0005  ＜0．0005  

01d  ＜0．0005   ＜0．0005  ＜0．0005  ＜0．0005   
Solvent  New  ＜0．0005】＜0．0005   ＜0．0005】＜0．0005  
COntrOl  01d  ＜0．0005l＜0．0005  ＜0．0005  ＜0．0005   
Conc．1  0．020  Ne☆  0．0171   0．0194   0．0181   0．0170   0，0179  

［90％］  01d  0．00140   0．00654   0．00456   0．00168  

（34％）   （25％）   （10％）   

Conc．2  0．036  N占w  0．0318  0．0353   0．0329   0．0315   0．0329  

01d  ＜0．0005  0．000962   0．0162   0．0114  【91％】  

ド2％）   （3％）   （49％）   （36％）   

Conc．3  0．063  New  0．0516  0．0516  

［82％1  01d  ＜0．0005           （＜1％）  
Conc．4  0．11  New  0．0974  0．0974  

01d  0．0653  ［89％］  

（67％）  

Conc．5  0．20  New  0．179  0．179  

01d  0．125  【90％】  

（70％）  

New：Newtestwater魚・eShlyprepared  

Old：OldtestwaterimmediatelyprlOrtOreneWalorattheendofexposure  

Percen10fNew）  

Mead：A止血meticmeanOfNew  

PercentofNominal］  

＿＿：Notmeasuredbecaus巳all五shweredead．  
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【時間加重平均値を用いたLC50値の算出】   

（1）鼻出に用いる被験物質濃度   

結果の算出は、被験物質濃度の実測値による時間加重平均値に基づいて行った。平均値の計  

算方法及び時間加重平均値は以下の通りである。  

CoれCAれ－CoTICβ乃  
×〃otlr∫  Areα＝  

1n（Coれ亡ん）－1n（CoれC軋）  

ro亡αJAreα  
〃C＝  

r（）亡αヱ〃ouγ5  

Cb乃d〝：n期間の初めの測定値  

Co乃C動l：n期間の終わりの測定値   

扇F：時間加重平均値   

MeasuredConcentrationsoftheTestSubstanceinTestWater  

MeasuredConcentration（mg／L）  

Test  Nominal  
grOup■   COnC．（mg／L）  

Time－Weighted  
0－24hr．  24－48hr  48－72h  72－96Ⅰ甘   Mean   

Control  New  ＜0．0005  く0．0005  ＜0．0005  ＜0．0005  

Old  ＜0．0005  ＜0．0005  ＜0．0005  ＜0．0005  

SoIvent  New  ＜0．0005  ＜0．0005  ＜0．0005  ＜0．0005  

COntrOl  01d  ＜0．0005  ＜0．0005  ＜0．0005  ＜0．0005  

Conc．1   0．02  New  0．017・1  0．0194  0．0181  0．017   0．009 

01d  0．0014  0．00654  0カ0456  0．00168   

Conc．2   0．036  Ne示  0．0318  0．0353  0．0329  0．0315   0．015  
01d  ＜0．0005  0，000962  0．0162  0．0114   

Conc．3   0．063  New  0．0516  0．011  
01d  ＜0．0005  

Conc．4   0．11  New  0．0974  0．q80  
01d  0．0653  

Conc．5   0．2  New  0．179  0．150  
01d   0．125  

（2）半数致死濃度（LC50）の算出  

魚類の96時間半数致死濃度はBinomial法を用いて算出した。算出結果は以下の通りである。  

96hr－LC50＝0．010mg／L  

（用いた計算ソフト：％kms StatLight＃08回帰分析）  
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要  約  

ドデカン酸メチルの魚蝕ゐ払d恨祓血相血叫由此による藻類生長阻害試験  

＜試験条件＞  

・被験物質：ドデカン酸メチル  

・試験生物：乃e〟ゐ払■C加erfe眈∫めc呼血β  

・暴露期間：72時間  

・試験濃度：0．600、0．300、0．150、0．0750及び0．0375m釘L（公比2．0）の5濃度区、助剤  

対照区及び対照区  

・試験方式：密閉式で旋回振とう培養（約100回／分）  

・試験液の調製：供試試料をDMFに溶解した試験原液を用いて調製  

・連  数：6連／助剤対照区  

3連／濃度区及び対照区  

・試験液量：600mL／助剤対照区（100mLX6試験容琴）  

300mL／濃度区及び対照区（100mLX3試験容琴）  

・培養温度：21～24℃（±2℃の変動幅）  

.E1B 明：蛍光灯による照明【液面付近での光強度60～120〃打m2／s（変動幅±20％）と  

する連続照明】  

・生長の測定：細胞濃度  

・試験液中の被験物質濃度の分析：GC法  

（暴露開始時、暴露開始後24時間、48時間及び暴露終了時）  

＜結  果＞  

・培地への溶解度：0．694m釘L  

・硬験物質濃度（対設定値）‥暴露開始時 0．0396～0．596mg／L（98．3～108％）  

：暴露終了時 n．d．～0．155m釘L（0～25．8％）  

・E，C50（0－3d）：0．324叩釘L（95％信頼限界；算出不可）  

・EbC50（0－72h）：0．179m釘L（95％信頼限界；0．110～0．290mg／L）  

・E，C50（0－72h）‥0．225m少L（95％信頼限界；算出不可）  

・NOEC（生長速度0－3d）：0月396m釘L  

・NOEC（生長曲線下面積）：0．0396m釘L  

・NOEC（収量法）：0．0396m釘L   

（上記濃度は、暴露開始時の測定濃度に基づく値）  
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Appendixtable2－1▼ Measuredconcentrationsoftestsubstanceintestsolutions  

Measuredconcentration（m釘L）  

Nomina）concentration  

（m釘L）  

（Percentageofhomina）concentration）  

At the start 24 hours 48hours  At仙eend   Mean＊l   

Control   n．d．   n．d，   n．d．   n．d．   

V．・Control   n．d．   n．d．   n．d．   n．d．  

0．0396  
0．0375  n．d．   ＊2   n．d，  

（106）  

0．0737  0．00346  0．00411＊3  
0．0750  n．d．   n．d．  

（98．3）  （4．61）  （5．48）   

0，160  0．00591  0．00559＊3  
0．150  n．d．   n．d．  

（107）  （3・94）  （3．73）   

0．323   0．0167   0．0269   0．0140＊3  
0．300  m，d．  

（108）   （5．56）  （8 （4．67）   

0．596   0．0457   0．0184   0．155   0．0635  
0．600  

（ウ9．3）   （7．62）   （3．07）   （25．8）   （10．6）   

n．d．：No（determined（＜0．00286mdL）  
Anothersolutionpreparedseparatelyinthesamewaytothetestsolutionswasusedforanalysis  
at24and48hours．  
＊1Thevaluesa∫eeXPfeSSedasgeometricmeans・  
＊2Nomeasurement  
＊3ThelowerdetectioJllimit（0．00176mgル）wasusedfbrcalculatjonofthegeometricmeans，   

asthemeasIJTedconcentrationsincludcd“notdetected’’．  

5／5App亡ndix2   
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要  約  

ドデカン酸メチルのオオミジンコによる繁殖試験  

＜試験条件＞  

・被験物質：ドデカン酸メチル  

・試験生物‥オオミジンコP呼ん元服卯丘）  

・暴露期間：21日間  

・試験濃度：1・00、0．500、0・250、0・125及び0．0625m釘L（公比2．0）の5濃度区、助剤対照  

区及び対照区  

・試験生物数：20頭／試験区（5頭／試験容器）  

・試験用水：脱塩素水道水  

・試験方式：流水式（換水率：48回／日）  

・試験液の調製：供試試料を助剤弼ルジメチルホルムアミド）に溶解した試験原液を用い  

て調製  

・試験液量‥約3，520mL／試験区（約880mL／試験容器）  

・水  温：20±1℃  

・  明：室内灯、16時間明／8時間暗  

・給   餌：自動給餌装置を用い、0．1～0．2mgCX親ミジンコ数＊／Lの濃度のクロレ  

ラが各試験容器に供給されるように調節し、連続的に給餌した。また、  

各試験区のクロレラの細胞濃度を暴露中2回測定した。  

＊暴露開始時の頭数  

・エアレーション：なし  

・試験液中の被験物質濃度の分析：GC法（暴露開始時を含む暴露期間中4回）  

＜結  果＞  

・試験液中の被験物質濃度（対設定値）：暴露期間中 9，83～剖14％  

・21日間EC50（50％繁殖阻害濃度）：0．220m釘L（95％信頼限界；0．205－0．236mが」）  

・親ミジンコのLC50（半数致死濃度）‥0・252m釘L（95％信頼限界；0．117～1．65m釘L）  

・LOEC（最小影響濃度）：0，213m釘L  

・NOEC（最大無影響濃度）：0．0814m釘1ノ  

（上記濃度は、測定濃度の算術平均値に基づく値）  

5／28   
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Iff 21   

Exposuredme（day）  

Figure2・Meancumulativemmbersofjuvenilesproducedperadultalive（∑Fl／P）．  

28／28  
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Appendixtable2－1・Measuredconcentrationsoftestsubstanceintestsolutions  

Measuredconcenlration（mgn．）  

Nominal  （Percentageofnominalconcentration）  
COnCentration  

（m旦／L）  At the start 3－day   9－day   15－day   Meana   

Control   n■d．   n．d．   n．d．   n．d．  

VehiclecontTOl   n．d．   n．d．   n．d．   n．d．  

0．0625   
0．00614   0．00890   0．0135   0．00967   0．00955  

（9・83）   （14．2）   （21．6）   （15．5）   （15．3）   

0．125   
0．0302   0．0389   0．0313   0．0328   0．0333  
（24・1）   （31．1）   （25．0）   （26．2）   （26・ウ）   

0．250   
0．0761   0．0858   0．0871   0．0765   0．0814  

（30．5）   （34・3）   （34．8）   （30・6）   （32．6）   

0．5∝）   
0．213   0．204   0．228   0．206   0．213  
（4ユ．6）   （40．9）   （45．5）   （41・2）   （42・6）   

1．00   
0．2（；0   0．417   0．504   0．456   0．409  

（26・り   （41，7）   （50．4）   （45・6）   （40．9）   

n．d．：Notdetected（く0．00248m  
aTLevaluesareexpressedasarithmeticmeans・  

5／5AppendixZ   



襲撃委託者   

環境庁  

麦 

1－クロロオクタンの藻類（5bノβ舶∫む1甜C如eαm〟と上め に対する生長阻害試験  

革蓼番号   

NMMP／E98／1060  

革験方法   

本試験は、OECD化学品テストガイドラインⅣ0．201「藻類生長阻害試験」（1984年）に準拠  

して実施した。   

1）被験物質  

2）培養方式  

3）供試生物種  

4）温度  

5）暴露期間  

6）試験液量  

7）照明  

8）初期細胞濃度  

9）試験濃度（設定）  

：1－クロロオクタン   

：振とう培養（100rpm）   

：5ble〝aStnmC4PtjcomutLm（ATCC－22662）  

：23±2℃   

：72時間   

：100mL（OECD培地）   

：4000～50001ux（連続頗明）  

：1×104cells／止   

：対照区、助剤対席区、100．Omg／L  

（追加試験）対照区、助剤対照区、3．6mg／L、8．2mg／L、18．9mg／L、43．5mg／L  

lO）試験液中の被験物質の分析  

：GC法（暴密閉始時、終了時）  

－7－  
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1－クロロオクタン（Cas．11ト85－3）  

①生長曲線  

（その1）  

Survival（Number）  

48  

Incubationlime（Ren）  

丁川e COurSe Patle川Of Alヱae Growth Test  
l柑53その1  

（その2）  

Survival（Number）  

O Conc（Mg／」   

（＞－・－く〉   

8．074 Conc（  

F一一一国   

0．895 Conc（   

【⊃－－■コ   

0．164 Conc（   

△－＝「△   

□．289 Conc（   

48  

Incubali8n t＝柑（hour）  

Time course pallern of Alヱae Growth Te5t  

lt1853  
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②EC50の算出  

Gro■th（Dl…包含）  

Dose－re5POn＄e CurVe for EC500f Aliae Grpwth Test （Probjt methDd）  

ll 18533 

③毒性値  

■寺性値井出に用いた実測濃度：幾何平均値  

（その1）  

・NOEC値：＜1．478 mg／L Dunnett型の検定  

（その2）  

・EC5。値：＞0．269 m釘L  プロビット法  

・NOEC値：0．269 mg／L Dunnett型の検定  

46  
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Table2一］．Measured Concentrations ofl－Chlorooctane During a72－Hour Ej（pOSure Of  

5blenastrLnW C朝方1comutLJmin the OriginalTest  

Nominal  Meastired Concerltration（mg／L）  

Concentration O Hour Perce11t Of  72Hour Percent of   

（mg／L）  Nominal  Nominal  

Control  く0．1  

Disp．Ctrl  く0．1  く0．1  

100．0  4．37  4．4  く0．1  く0．1  

Table2－2．Measured Concentrations of卜ChlorooctaneI）uring a72－Hour Exposure of  

SbleJ7aStZ・LLW CaPZ・IcomutEJmin the SupplementalTest  

Nominal  Measured Concentration（血g／L）  

Concentration O Hour Percent of  72Hour Percent of   

（mg／L）  Nominal  Nominal  

Control  く0．1  く0．1  

Disp．Ct工・1  く0．1  く0．1  

3．6  0．11  3．1  〈0．1  〈2．8  

2．2  く0．1  く1．2  

2．9  〈0．1  く0．5  

1．45  3．3  く0．1  く0．2  

ー17－  
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‘試験委託者  

環境庁  

表  層  

1－タロロオクタンのオオミジンコ（物上∂必∂g朋）に対する繁殖阻害試験  

試験番号  

NMMP／E98／3060  

試験方法   

本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．202「ミジンコ類、急性遊泳阻害試験および  

繁殖試験」（1984年4月採択）の改訂版であるガイドラインNo．211「オオミジンコ繁殖試験」  

（1997年4月提案）に準拠して実施した。  

1）被験物質  ：トクロロオクタン  

2）暴露方法   ：半止水式（週に3回、試験液の全量を交換）  

3）供試生物  ：オオミジンコ（勧ね卿∂）  

4）暴露期間  ：21日．間  

5）試験濃度   ：対顔区、助知対照区、0．07mg／L、0．12mg／L、0．21mg／L、0．38mg／L、  

0．69mg／Lおよび1．24mg／L（設定濃度）  

（公比1．8、助剤HCO－50、100I帽／L）  

6）試験液量   

7）連数   

8）供群生物数  

1容器（連）につき80mL  

lO容器（津）／濃度区  

10頭／濃度区（1・連につき1頭）  

9）試験水温  ：20±1℃  

10）照明  ‥ 軍内光、16時間明／8時間暗  

11）被験物質の分析：ハ○－シ○アンドトラップGC法  

ー7－  
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結  果  

1）試験鞭中の被験物質濃度  

実測濃度が設定濃度の±20％を外れたので結果の算出には実測濃度の時間加重平均値を用  

いた。   

2）21日間の親ミジンコの半数致死濃度（LC50）  

＝0．25mg／L（95％信頼区間：0．20mg／L～0．40mg／L）   

3）21日間の50％繁殖阻害濃度（ErC50）  

＝0．11mg／L（95％倍額区間：0．10mg／L～0．12mg／L）   

4）21日間の最大無作用濃度（NOECr）＝0．073mg／L   

5）21日間の最小作用濃度（LOECr）＝0，17mg／L  

（上記濃度は、実測濃度の時間加重平均値に基づく値）  

－8－  
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Figure2 MeanCumulative Numbers ofJuveniles ProducedperAdult（∑Fl／P）during21days  

＋Comtrol   

＋Di＄P．Contl、  

「■－く0．016mg／L  

一米－く0．027mg／L  

♯く0．036mg／L  

＋0．073mg／L  

＋0．17mg／L  

－0．30mg／L  

蒙「  
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Tablel－2 Time－WeightedMeansofMeasuredConcentrationsofl－Chlorooctane duringa  

21－day Exposure of勧1a mqg乃a止nder Semi－Static Test Conditi。  

NominalConcentration Time－WeightedMean PercentofNominal  

（mg／L）  h釘L）  掬）  

Control 

DispersaJltContr・01  

〈0．016  

く0．027  

く0．036  

先励ん血相  
乃椚e－We励fedんおα〃＝  

7bぬ才物  

Co乃CO－Co〃Cノ  
」rβα＝  、抽モlこ－  

エ司Co〝Cβトエ〝匝〃Cノ）   

CbDCOis the measured concentration at the start of each renewalperiod．  

Cbnclis the measured concentration at the end of each renewalperiod．  

Dbysis the number of daysin the renewalperiod．  

－18－  
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環境省  試 験 委 託 者  

トクロロオクタンのヒメダカ（物ノβ∫ノβ／わβ∫）に対する  

初期生汚段階毒性試験  

表  題  

試 験 番 号  AOlO476  

試 験 方 法：  

1）適用ガイドライン：  OECD化学品テストガイドラインNo．210「魚類の初期生活段階毒  

性試験」（1992年）  

流水式，水面をテフロンシートで被覆（被験物質の揮発防止）  

ヒメダカ（耽搾／∂∫ノβ／加βカ  

40日間（対照区の解化率が70％以上になった日の30日後まで）  

対照区，助剤対照区，  

0．015，0．038，0．Og5，0．24，0．60mg／L   

公比；2．5   

助剤濃度一定；ゾメチルホ舶アミド；約0．1mL／L  

HCO－60；   1．2mg／L  

約46L／容器／日，試験容器内水量；約2．5L  

（換水率；約18回／日）  

3容器／試験区  

60個体／試験区（20個体／容岩）  

卵・胚期；   24±1℃  

仔魚・稚魚期； 23士2℃  

飽和濃度の60％以上（エアレーションなし）  

試験液のpH調整なし  

室内光．16時間明（10001ux以下）／8時間暗  

仔魚・稚魚期に飽食量給餌  

ガスクロマトグラフィー（GC）  

2）暴 露 方 式：  

3） 供 試 生 物：  

4） 暴 蕗 期 間：  

5） 書式 験 濃 度：  

（設定値）  

6） 試験液供給量  

7）連  数  

8）供拭生物数  

9） 試 験 温 度  

10） 溶存酸素濃度：  

‖）  pH  

12）照  明：  

13）給  餌：  

14）分 析 法：  

ー7－   
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試 験 結 果：  

1）試験液中の被験物質濃度  

試験液の分析の結果，測定値の設定値に対する割合は，暴露期間を通じて50～75％と，  

±2D％を超える値があったため，結果の算出には測定値の算術平均値を用いた。このよう  

に設定値より低い値で被験物質濃度が推移したのは，被験物質の揮敵性によるものと推測  

される（被験物質の水溶解度：19mg几，沸点：182℃）。しかしながら，各試験液の被験  

物質渡度はいずれも平均測定値の±20％以内に維持された。  

Z）最小作用洩度（LOEC）： 0．16lmg／L（設定値：O．24ng／L）  

3）最大無作用濃度（NOEC）：0．0567mg／L（設定値：0．095mg／L）  

－8－  
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5．9 最小作用濃度（LOEC）および最大無作用濃度研OEC）   

助剤対照区と比較して影響が認められた沸度区を下表に●で示した。  

設定凍度  肝化率  貯化  胚の  貯化後 全暴露  正常  体重  体長  
［測定濃度〕  日数  発生  の  期間の 個体率  

異常  生存率 生存率  （mg／L）  

0．015  
几0085〕  

0．038  
【0．0206］  

0．095  
【0．0567］  

0．24  
［8．161］  

0．60  
【0．397】   

以上の結果から，最小作用濃度（LOEC）は0．161mg几（設定値：0．24mg／L），最大無作用  

濃度即OEC）は0．05671曙／L（設定値：0．095一札釘L）と判断した。また，助剤対照区では対照  

区と比較し，有意な影響が認められず，試験成立条件を満たした。  

5．】・0 試験液の水温，溶存酸素濃度，pHおよび硬度   

試験液の水温をTable9およぴFigure9に，溶存酸素濃度をTablelOに，pHおよび硬度  

をTable‖に示した。暴蕗終了時（40日目）の測定時に，0．161耶／L（設定値：0．24  

mg／L）区の軋3水槽で，溶存酸素濃度およびpHに欠測僅かあった。これは試験計画書から  

の逸脱であるが，3連の流水式試験装置の1水槽であり，水槽間の変動は適正な範囲にあるも   

のと判断した。   

水温は全ての試験区で24±1℃（胚時期），23±2℃（仔魚・稚魚期）であり，試験容  

辞間では±1．5℃未満であった。また，対照区・No．1の水温は連続した日の間で±1．5℃未  

満であり，何れも試験成立条件を満たした。   

溶存酸素浪度は全ての測定値が飽和溶存酸素濃度（24．0℃の飽和溶存酸素濃度：8．25  

叩几）の60％以上であり，試験成立条件を満たした。   

pHおよび硬度は，飼育環境として適正範囲（pH：6．0～8．5，硬度：30～川O  

mgCaCOノL）であった。  

以 上  

ー20一  
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Figure4  Sl】rVivalRateofLarvaeandJuvenileFishduringExposurea氏erHatching  
（Valuesinlegendaregiveninthenominalconcentration．）  
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Tablel MeasuredConcentrationoftheTestSubstanceinTestWater（Flow－throughConditon）  

MeasuredConcentr8tion（mg／u   

（PercentofNominal）  

Nominal  

Concentration   

（mg／L）  

Control  

Meana  S．D． C．V．（％）  Oday  7day  14day  21day  28day  35 day 

く0，0001  く0．0001   く0．0001   く0．0001   く0．0001   く0．0001  

SoIvent Control  く0．0001   く0．0001   く0．0001   〈0．0001   〈0．0001   く0．0001  

0．015  0．0078  0．0084  0．0086  0．0097  0．0084  0．0083  0．0085  0．0006  7．1  

5．8  

9．9  

8．1  

コ  
（52）  （56）  （57）   （65）   （56）  （55）  （57）  

0．038  0．0221  0．0209  0．0198  0，0219  0．0199  

（5由  （55）   （52）   （58）   （52）  

0．0206  0，0012  

」塑L 【＿＿▼＿－＿＿  

0．0567  0．0056  

（60）  

0．095  0．0633  0．0603  0．0562  0．0588  0．0474  

（67）  （63）  （59）  （62）  （50）  

0．170  0．179  0．160  0．156  0．140  0．161  0．013  

（67）  （71）  （75）  （67）  （65）  （58）  

0．434  0．440  0，387  0．374  0．348  0．397  0．035  8．8  

（66）  （72）  （73）  （65）  （62）  （58）  

a：Al・ithmeticmean  

－2卜   
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TestNo．92336  

要  旨  
廷蓼季革考   

環境省  

表   層   

ルn－Oda血γ1榊皿e仙yIamheの藻類（免ね乃仇鋤C呼止8〃‡助叫に対する生長阻書  

試験  

試験番号   

92336  

試験方法   

本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo・罰1「藻類生長阻害試軌（19糾年）に  
準拠して実施した。  

1）被験物質：  

2）試験生物：  

3）初期細胞濃度：  

4）暴露期間：  

5）培養方式：  

6）試験濃度：  

胸－Octadecyl岬dimethylamine  

勉励〃∫細川C甲r加用地朋（ATCC22662株）  

1×1♂細胞／mL  

72時間  

振とう培養（100rpm）  

0．0160、0．00朗9、0・00494、0．00274、0．00152m釘叫公比二1．8）、  

助剤対照区及び対照区  

1試験区に付き3連  

1試験容器（1連）に付き100mL  

23±2℃  

連  数：  

試験液量：  

試験水温：  

｛
り
引
′
 
列
∵
叫
∴
り
 
 

l
 
l
 
 

照   明：4，000～5，0001ux（連続照明）  

試験液中の枚数物質の分析：高速液体クロマトグラフー質量分析計（LC－MS）  

（暴露開始時、暴轟終了時）  

ー1－  
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N－n－オクタデシルーN，N－ジメチルアミン（Cas．124－28－7）  

①生長曲線  

Survjval（HuMber）  

D Conc（■ヱ／L  

O－－く〉   

D．80【16 Conc  

■－－－－■l   

D．0ロ07 Conc  

ロー・－（コ   

0．001Con【（   

△－・・－△   

0．0013 Ct川C  

＼－－－一丁   

8．0刑8 Conc   

哺  
Incubal事on t‡Me（hour）  

†iれe COUr5e Pattern ロf A靂gae Grovth Test  

t24287  

②EC50の算出  

Gro▼lh川iohaS）  

00nCent－如＝0∩（00nC（打t／L＝  

Dose－reSPOnSe CurVe for亡C580f Algae Grローth Test （・Pr山b‖ bethod）  
t2428了   

③毒性嘩  

・毒性値算出に用いた実測濃度：幾何平均値  

■EC5。値：0．0018mg／L プロビット法  

・NOEC値：0．0010mg／L Durmett型の検定  
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TestNo．92336  

Tablel・ConcentrationsofN－n－OctadecyIqN－dimethylamine  
hgrowthinhibjtiontest血g鹿lenastrumcqpricoTnutum   

N8minal  
COnCentration  

Measured  00nCentration（m〆り  

Perc8nta  eofnominal  
0－hour  72－bour  

Control  n．d．  皿．d．  

COntrOl  n．d．  

0．00152   

●■●●■H■■●●●●●■■－●－…●▼‥－●■■■－■■＝－－■■●－…■－●●●●●●●●●●■」l●●●M●  

0．00274  

0．00127  

（8ま5）  

0．00206  

0．00494  0．00392  

（79・3）  
－■●●●…●り‖■■■●■■…●●，－●●●●●－●●－……‥－……●一＝■●●●－●－＝－■●－●■●一■■●●■■●  

0．00683  

（76．8）  

0．008＆9  

0．0160  0．0127  

（79．6）  

n・d・：＜0・000500mg几  

－10－  
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TestNo．92338  

要  旨  

墜蓼委託量   

環境省   

菱 塵  

外n－Octade叫榊i血e叫1am加のオオミジンコ匹座血地上仙岬Ⅶ）に対する繁殖阻害  

試験   

琴革番号   

92338  

試験方塵   

本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．211「オオミジンコ繁殖試験」（19媚年）  

に準拠して実施した。  

1）被験物質：   

2）試験生物：   

3）生 物 数：   

4）暴露期間：   

5）暴蕗方式：   

6）試験濃度：  

N－n－Octadecyl岬dimcthyl＆mine  

オオミジンコ四郎血南川喝瑚）  

10頭／1試験区（1連に付き1頭で1試験区10頭）  

21日間  

半止水式（1日に1臥試験液を交換）′  

0．0500、0．0250、0．0125、0．006お及び0．00313m威圧公比：2．0）、  

助剤対照区及び対照区  

1試験区に付き10連  

1試験容器（1連）に付き80．OmL  

20±1℃  

16時間明（1，2001ux以下）／8時間暗  

連  数：  

試験液量：  

試験水温：  

照  明：  

ハ
リ
り
り
り
ハ
リ
 
 

l
 
l
 
 

試験液中の被験物質の分析：、高速液体クロマトグラフ質量分析計（LαMS）  

仲、1、12、13、18及び19日目）  

結  果  

1）試験液中の被験物質濃度  

被験物質の測定濃度が換水前には定量下限以下の濃度区があったため、各   

影響濃度の算出には測定濃度（時間加重平均値）を用いず、設定濃度を使用した。   

2）21日間暴露の各影響濃度結果を以下に示す。  

親ミジンコの半数致死濃度匹50）：0．0329m釘L  

（95％信頼限界：0．0250～0．0500m名作）  

5α賂繁殖阻害濃度匹C50）：0．d224m釘L（95％信頼限界：0・舵07～0・02羽m〆り  

最大無作用濃度岬OEq：0．00625mg几  

最小作用濃度（LOEC）：0．0125m釘L  

＿1   
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TestNo．92338  

i一Control  

□・一 Vehidecontrol  

－－－－●－0・00313m釘L  

0‥ 0．006ぴm釘Ⅰ．  

→i0・0125mg几   

ム・0・0250叫担一  

＋0・0500m釘L  

△  ム  

A ム A  

Exposu∫etime（day）  

Figure2・Meancumulativenumberof3uvenilesproducedperadultalive（∑Fln｝）．  

－21＿   
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TestNo．92338  

Tablel．Conce71trationsofN－n－OCtadecyllⅣN－dimethylamineinreproduction  

testusingD呼hniamagnaundersemi－Staticconditions   

Measuredconcentration（m  Nomhd  
conccntration   モOfnominal  e代浩nta   

1－dayb）  12－daya）  13－dayb）  

Onhol  n．d．  n．d．  

n．d．  n．d．  

3．17  n．d．  2．93  n．  

乳量）・……・・・…・・・ー・…・・…・  

5．98  5．62  皿．d．  

12．5  1．99  
………‘‖■■■■■■…■’仰●…  

モ柑‡芝5  11．3  n．d．  

21．8  1．50  25．6  4．72  

研矧野 47．4  
……州・・…………………・脱・！1……………………・J  

1．68  n  

「3．41  

n  

94．8   

Tablel．（00m血ued）   

Measuredconcentration（mgn）Time－Weighted  Nominal 
COnCen仕ation   mean可  eofnominal  PelCenta   

b）  
（叫〆り  わ   19＿血  18－da  

ntrol  n．d．  n．d．  

●●……………‘●…■■……■…●…………－●…………■■’叫■■■■……■  
Ⅴ誌Ⅲ言盲石霜雪 芯瓦 

………●●●●‾  
苛：恍汐汀  2．93  

・・・叫・・苛：従甜…・・…・…飽n…・……・・・・・・・・…叫i二訂………………∵・・……・……            6．21  
…．．瓜受乱．＿．．………．…．…“岬．．…．…．．…．  “…●   

て闊‡芝5   12．4  2．10  

25．4  4．42  10．6  

（隻⊇孟）…．…．  
狂棚 

…………・・・…・……・…（動・－・・・…  

n  

皿．d．：く0．00100mg几  

n：Nomeasurementwasmadebe00uSeal1Dqphnia diedatthisobservationtime．  

a）丘e血sol山ions  

りexpired＄01血ons  

りnevalues如eXPre＄Sedastine－WeightedmeanSCalculated   
bythefollowlngequation：  

（1（C。－Cl）ぺhCo－hCIJ＋1（C12－C13）／（1nC12－lnC13）＋1（Cl＄－C19）KlnC18－hC19）‡／3  

Wber¢   

Cx：themcastuedconαntrationatx－day   

hCx：止帽na餌TdlogadthmdG・  

一10一  
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CA5：93－83－4  

要 旨  

革験委託者  

環境庁  

菱」堕   

N，Nゼス（2－ヒドロキシエチル）オレアミドの藻類（地点β血皿両肌】l血皿）に対する生長阻害   

試験  

革験番号  

NMMP／E99／1030  

革験方法   

本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．201「藻類生長阻害試験」（1984年）に準拠して実施し   

た。  

1）被験物質  

2）培養方式  

3）供試生物種  

4）温度  

5）暴密期間  

6）試験液量  

7）照明  

8）初期細胞漢度  

9）試験洩度（設定）  

：N∫N・ビス（2・ヒドロキシエチル）オレアミド  

：振とう培養（100rpm）   

：肋β古か〟皿如m〟血皿（ATCC・22662）  

：23±2℃   

：72時間   

：100mL（OECD培地）   

：4000～50001ux（連続照明）  

：1×104cells／mL  

：対照区、助剤対照区、1・Omg／L、2・1mg／L、4・4mg／L、9・2mg几、19．3mg／L、  

40．5mg瓜および85．Omg／L（公比：2．1）  

10）試験液中の被験物質の分析  

：GC法（暴露開始時、終了時）  

ー7一  
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N，N－ビス（2・ヒドロキシエチル）－オレアミド（Cas．93－83－4）  

（彰生長曲線  

Sur両val（仙■ber）  

48  

Incubation ti噌8（ren）  

丁＝‖≧【汀Ur＄e Pallern of Alヱae Growlh Tost  
93834  

②EC50の算出  

Gr…th（8io椚aS）  

Dose－reS印nSe CurVe fDr【C500f Algae Gr…th Test （Probit 巾elhod）  

93834  

（卦毒性値  

・毒性値算出に用いた実測濃度：幾何平均値  

・EC5。値：＞55mg／L プロビット法  

・NOEC値：12．3mg／L Durmett型の検定  

64  
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CAS：93－83－4  

Table2． MeasuredConcentrationsofN，N－Bis（2－hydroxyethyl）o19amideDuringa72rHour  

Exposureof地点βか日用C∂〝元αⅥ〟血皿  

NominaJ  Measured Concentration（血g／L）  

Concentration  O Hour Percent of  72flour Percent of   

（rng／L）  Nominal  Nomina）  

Controt  く0．25  く0．25  

Disp．Ctrl  く0．25  〈0．25  

0．61  61．0  0．50  50．0  

l．19  56，7  0．93  44．3  

2．69  6l，1  2．07  47．0  

5．14  55．9  5．03  54．7  

13．9  72．0  10．9  56．5  

22．0  54．3  22．6  55．8  

61．1  71．9  50．3  59．2  

一17－  
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CAS：93＿83＿4  

要  

革験委託者  

環境庁   

表 題  

N，Nゼス（2－ヒドロキシエチル）オレアミドのオオミジンコ（軸刀血皿卿めに対する  

繁殖阻害試験   

試験番号  

NMMP／E99／3030   

試験方法  

本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．211「オオミジンコ繁殖試験」（1998年）に準拠  

して実施した。  

1）被験物質  

2）暴露方法  

3）供試生物  

4）暴露期間  

5）試験沸度  

：N，N－ビス（2－ヒドロキシエチル）オレアミド  

：半止水式（週に3回、試験液の全量を交換）  

：オオミジンコ（軸刀血瓜脚め  

：21日間  

：対照区、助剤対席区、0・021mgnJ、0・038mg／L、0・069皿gnJ、0・123mg／L、  

0．222mg几および0．400mg几（設定濃度）  

（公比1．臥助剤HCO・50、1．2mg／L）  

6）試験液量   ：1容器（連）につき80mL  

7）連数  ：10容器（連）／濃度区  

8）供試生物数 ：10頭／濃度区（1連につき1頭）  

9）試験水温   ：20±1℃  

10）照明  ：室内光、16時間明／貞日寺間暗  

11）被験物質の分析  

：LC・MS／MS分析  

－7－  
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CAS：93－83．4   

結L⊥墓   

1）試験液中の被験物質濃度  

実測濃度が設定濃度の±20％を外れたので結果の算出には実測礁度の時間加重平均値を  

用いた。  

2）21日間の親ミジンコの半数致死浪度（LC50）  

＝＞0．133mg瓜   

3）21日間の50％繁殖阻害浪度ほrC5り  

＝0、129mg几（95％倍頼区間：0．116mg几～0．149mg瓜）   

4）21日間の最大無作用濃度（NOECr）＝0．057mgノL   

5）21日間の最小作用波度（LOECr）＝0．133mg／L  

（上記濃度は、実測凍度の時間加重平均値に基づく値）  

－8－  
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CAS：93－83－4  

Figure2 MeanCumulativeNumbersofJuvenilesProducedperAdult（∑Fl肝）during21days  

--t Control 

＋Dispersant  
Control  

－■「－く0．003mg／L   

－★－・く0．007mg／L   

－＃－0．010mg／L   

＋0．026mg／L   

＋0．057mg／L   

－・・0．133mg／L  

d
＼
】
山
河
 
 

0
 
 
 0
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CAS：93●83＿4   

Tablel－2 Time－WeightcdMeansofMeasuredConcent・rationsofN，N－8is（2－  

hydroxyethyl）oleamideduringa21・dayExposureofDaphDibma8T］aunder  

Semi．StaticTestConditions  

NominalConceIltration Time－WeightedMean F辱rcentofNominal  

（mg／u  （打唱／L）  （鰯  

CoIltrDl  く0．001  

DispersantControJ  く0．001  

く0．003  

く0．007  

0．133  33．3  

7b／αJdJ℃α  
乃川ピーWどな力寝dんねα〝＝  

乃血‖坤叩  

Co〃Cβ一Cβ〃Cノ  
dre〟＝  ×か句作  

上〃（Cβ〝Cβト上〃匿0〃Cノ）   

（わDCOisthemeasuredconcentrationatthest・arLofeachrenewalperiod．  

ancli＄themeasuredconcentrationattheendofeachrenewalperiod．  

伽isthenumberofdaysintherezleWalperjod．  

－18－  
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TestNo．92077  

要  旨  

試験委託者  

環境庁  

表  題   

オクタンの藻類笹Je乃α∫か〟mC呼rfco珊肋朋）に対する生長阻害試験   

試験番号  

92077  

試験方法   

本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．201「藻類生長阻害試験」（1984年）  

に準拠して実施した。  

1）被験物質：  

2）試験生物：  

3）初期細胞濃度：  

4）暴露期間＝  

5）培養方式‥  

6）試験濃度：  

試験Ⅰ  

試験Ⅱ  

7）連   数：  

8）試験液量：  

9）試験水温：  

1（’り 照   明：  

オクタン  

SelenastTumC呼ricomutum（ATCC22662株）  

1×104細胞／mL  

72時間  

振とう培養（100叩m）  

20．0、10．0、5．00mg／叫公比：2．0）、助剤対照区及び対照区  

20．Om釘L及び対照区  

1試験区に付き3連  

1試験容器（1連）に付き100mL  

23±2℃  

4，000～5，0001ux（連続照明）  

11）試験液中の被験物質の分析：ガスクロマトグラフ質量分析計（Ge－MS）  

（暴露開始時、暴露終了時）  

70   



オクタン（Cas．111－65－9）  

①生長曲線  

Survival（Humber）  

48  

lncubation t拍帽（ren）  

TiMe COUrSe Pattern of Algae Growth Test  

1 116599 

②EC50の算出  

Growth（巳iomas）  

③毒性値  

・毒性値算出に用いた実測濃度：幾何平均値  

・Ec50値：＞1．13mg／L プロビット法  

・NOEC値：1．13mg／L Dunnett型の検定  
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T¢StNo．92077  

Tab】e2・Concentrationsofoctaneingrowthinhibitiontest  
using励ね〝α∫か緑川C呼rgCOr肋助川   

くTestI〉   

Nominal  
concentration  

（m〆り  

Measuredconcentration（mgn）  

Percenta  eofnominal  

0－houra）  72－hourb）  

Control  n．d 
1  n．d：2  n．d． 

’2  

S。1ventcontrol  n．d：1  n．d．＊2  n．d 2  

2．68  0．0283  

（53．6）  （0．567）  

0．0564  

10．4  0．122  

（51．8）  （0・610）  

くTestⅡ〉   

Measuredconcentration（mgm）  Nominal  

concentration   

72－hourb）  Meanり  

n．d．■2  n．d．■2  Control  

0．0887  0．0895  

（0．444）  （0．447）  

0．0902  

P．451）  

20．0  

n．d．一■1‥＜0．0275m釘L  

n．d．＊2：＜0．0300m釘L  
a）initial  

b）頁nal  

c）Thevaluesareexpressedastime－Weightedmeanscalculated   

bythefbllowingequation：  

（C。－C72）／（lnCo－1nC与2）   
Where   

Co＝themeasuredconcentrationatO－hour   

C72：themeasured00nCentrationa172－hour  

lnCo：thenaturallogarithmofCo  

lnC，2：thenaturallogarithmofC72．  

－10－  
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Te5tNo．9207！）  

要  旨  

試験委託者  

環境庁  

題  

オクタンのオオミジンコp呼力乃fα椚αg乃α）に対する繁殖阻害試験  

試験番号  

92079  

試験方法   

本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．202「ミジンコ類、急性遊泳阻害試験  

及び繁殖試験」（1984年4月採択）の改訂版であるガイドラインNo．211「オオミジンコ繁殖  

試験」（1997年4月提案）に準拠して実施した。  

1）被験物質：  

2）試験生物：  

3）生 物 数：  

4）暴露期間：  

5）暴露方式：  

6）試験濃度：  

オクタン  

オオミジンコ岬喀血舶用喝瑚）  

20頭／1試験区（1連に付き5頭で1試験区20頭）  

21日間  

半止水式（毎日試験液を交換、時計皿を用いた密閉式）  

0・250、0・139、0・0772、0・0429及び0・0238m班公比：1．8）、  

助剤対照区及び対照区  

1試験区に付き4連  

1試験容器（1連）に付き約1，3POmL  

20±1℃  

16時間明（1，200h戊以下）／朗寺間暗  

7）連   数：  

8）試験液量：  

9）試験水温：  

10）照   明‥  

11）試験液中の被験物質の分析‥ ガスクロマトグラフ質量分析計（GC－MS）  

（0、1、11、12、14及び15日目）  

果  

り 21日間の親ミジンコの50％致死濃度（LC50）   

＞n．156m8／L  

21日間の50％繁殖阻害濃度（EC50）   

＝0．102m跡95％信頼限界：0．0910～0．176m釘り  

最大無作用濃度（NOEC）   

＝（）．0445m釘Ⅰノ  

最小作用濃度（LOEq   

＝0．0840m釘L  

（上記濃度は、全て測定濃度に基づく）  

－1－  
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TestNo．92079  

Exposuretime（day）  

Figure2．Meancumulativenumbersofjuvenilesproducedperadult（∑Fl／P）．  

一21－  
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TestNo．92079  

Tablel・ConcentrationsofoctaneinreproductiontestusingDqphniamagna  
undersemi－Staticconditions   

Nominal  
concentration  

Measuredconcentration（mg／L）  

＿．． 拠Centa粗壁些些inal） 

（mg／り  0－da   
Control  n．d．  n．d．  n．d．  

Solvent control h．d．  n．d．   n．d．  

0．0238  0，0225  n．d．  0．0214  0．00894  

0．0429  0．0378  0．0126  0．0388  0．0215  

0．0772  0．0642  0．0305  0．0675   0．0430  

0．139  0．0715  0．0783  

0．250  

Tablel．（COntinued）   

Nominal  Measuredconcentration（mgn＿）Tirne－Weighted  

concentration げerce甲t喝eOfnomiJlal）  meanC）  

a）   15－da  b）   
（m釘L）  （mg／L）  

Control  n．d．  n．d．  

Solvent control n．d．  n．d．  

0．0238  0．0203  n．d．  0．0125  

0．0429  0．0362  n．d．  0．0228  

0．0152  0．0772  0．0445  0．0645  

0．0405  0．139  0．0840  

0．0890  0．250  

n．d∴＜0．00531mg／L  

a）丘eshsolutions  

b）expiredsolutions  

C）ThevaluesarFeXPreSSedastime－Weightedmeanscalculated   

bythefollowlngequation：  
（1（C｛rCJ）／（1nC。一lmC．）＋1（Cll－C12）／（1nCll－1nC12）＋1（C14－C15）／（hC14－lmC15））／3   

where   
Cx：themeasuredconcentritionatx－day   

lnCx：thenaturallogarithmofCx・  

ー10－  
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要  旨  

環境省  試 験 委 託 者  

オクタンのヒメダカ（伽琢ノβ∫ノβ／如どカに対する  

初期生活段階毒性試験  

表  題  

書式 験 番 号  AOlO475  

試 験 方 法：   

り 適用ガイドライン：  OECD化学品テストガイドライン伽．210「魚類の初期生活段階寿  

性試験」（1992年）  

流水式，水面をテ 

ヒメダカ（伽ノβ∫ノβ／血どぶ  

4＝］間（対照区の桁化率が70％以上になった日の30日後まで）  

対照区，助剤対照区，  

0．010．0．025，0．063，0．16，0．40mg／L   

公比；2．5   

助剤濃度一定；シ●メチルホルムアミド；約0．Ⅰ血／L  

∬CO－60；   0．8mg几  

約46L／容蕃／日，試験容港内水量；約2．5L  

（換水率；約18回／日）  

3容器／試験区  

60個体／試験区（28個体／容穿）  

卵・胚期：   24±1℃  

仔魚・稚魚期；23±2℃  

飽和濃度の60％以上（エアレーションなし）  

試験液のpH調整なし  

室内光，16時間明（10001ux以下）／名時間暗  

仔魚・稚魚期に飽食圭給餌  

ガスクロマトグラフィー（GC）  

2） 暴 露 方 式  

3） 供 舐 生 物：  

4） 暴 露 期 間：  

5） 試 験 濃 度：  

（設定値）  

6） 試験液供給量  

7） 連  数  

8） 供試生物数  

9） 試 験 温 度  

10）溶存酸素濃度：  

11）  pH  

12） 照  明：  

13）給  餌：  

14） 分 析 接：  

－7－  
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試 験 結 果：  

i）試験液中の被験物質濃度  

試験液の分析の結果，測定値の設定値に対する割合は，暴露期間を通じて35～6】％と，  

±20％を超える値があったため，結果の算出には測定値の算術平均値を用いた。このよう  

に設定値より低い値で被験物質濃度が推移したのは，破顔物質の揮敵性にによるものと推  

測される（被験物質の水溶解度：0．66mg／L，沸ノ点：ユ25．7℃）。しかしながら，各試験液  

の被験物質濃度はいずれも平均測定値の士20％以内に維持された。  

2）最小作用濃度（LOEC）： 0．0686mg／L（設定値：0．16mg／L）  

3）最大無作用塘度（NOEC）：0．0278mg／L（設定値：0．063mg／L）  

－8－  
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5．8 暴露終了時の生存個体体長   

暴露終了時の生存個体の体長をTable8およびアi．gure8に示した。   

0・0278mg／L（設定値‥0・063mg／L）以下の濃度区では助剤対席区と有意差は認められず，  

0．0686mg／L（設定値：0．16mg／L）以上の浪度区において有意差が認めらゎた。  

5．9 最小作用濃度（LOEC）および最大無作用濃度（NOEC）   

助剤対照区と比較して影響が認められた濃度区を下表に●で示した。  

設定濃度  醇化率  肝化  胚の  紳化後 全暴露  正常  

【測定濃度〕  日数  発生   の  期間の 個体率  

（mg／L）  異常  生存率 生存率  

体重  体長  

0．018  
［0．0057】  

0．025  
［0．0】27］  

0．063  
［0．0278］  

0．16  

［0．0686］  
●   ●  

【鋸  
●  ・  ●  ●  ●   

以上の結果から，最小作用濃度（LOEC）は0．0686mg／L（設定値：0．川mg／L），最大無作  

用津度（NOEC）は0・0278mg／L（設定値：0，063mg＾）と判断した。また，助剤対照区では対  

照区と比較し，有意な影響が認められず，試験成立条件を満たした。  

5．10 試験液の水温，溶存酸素濃度，pHおよび硬度   

試験液の水温をTable9およびFigure9に，溶存酸素濃度をTablelOに，pHおよび硬度   

をTable11に示した。   

水温は全ての試験区で24土】℃（胚時期），23±2℃（仔魚・稚魚期）であり，試験容  

券間では±1・5℃未満であった。また，対照区・伽．iの水温は連続した日の間で±1．5℃未  

満であり，何れも試験成立条件を満たした。   

溶存酸素濃度は全ての試験区で飽和溶存酸素濃度（24．0℃の飽和溶存酸素濃度：臥25  

mg／L）の60％以上であり，試験成立条件を満たした。   

pHおよび硬度は，飼育環境として適正範囲（pH：6．0～8．5，硬度：30ヤ100  

mgCaCOユ／L）であった。  

以 上  

－20－  
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0．010  0．025  0．063  0．16  0．40  
（n＝50） （n＝47） （n＝45） （n＝52） （n＝16）  

NominalConcentration（mg／L）  

ControI Sol．Cont．  

（n＝50） （n＝48）  

Figure7  MeanValueandStandardDeviationofWetBodyWeightofFishattheEndofExposure  
＊：Signi負cantlydi飽rent斤・OmSOIventcontrolgroupatp（0．05  

（Therewasnosigninthisanalysis．）  

＊＊：Sign漬cantlydi飽rent舟・OmSOIventcontrolgroupatpく0．01  
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0．010  0．025  0．063  0．16  D．40  

（n＝50） （n＝47） （n＝45） （n＝52）  （n＝16）  

NominalConcentration（mg／L）  

ControI Sol．Cont．  

（n＝50）  （n＝48）  

Figure8  MeanValueandStandardDeviationc・fBodyLengthofFishattheEndofExposure  
＊：SigniRcantIydi飴rent打omsoIver）tCOntrO）groupatp〈0．05  

（Therewasnosigninthisanalysis．）  

＊＊：Signi鮎antlydi飴rent打omsoIventcontrolgroupatp〈0．01  
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Tablel MeasuredConcentrationoftheTestSubstanceinTestWater（Flow－throughConditon）  

MeasuredConcentration（mg／L）   

（PercentofNominat）  

Nominal 

Concentration   

（mg／L）  

Control  

Meana  S．D．  C．V．（％）  Oday  7day   14Lday  21day  28 day 35 day 

く0．0001  く0．0001  く0．0001  く0．0001   く0，0001  〈0．0001  

SoIventControl  く0．OQOl   く0．0001   く0．0001  〈0．0001   〈0．0001   〈0．0001  

0．010  0．0061  0．0061  

（61）  （61）  

0．0057  0．0053  0．0059  

（57）  （53）  （59）  

0．0053  0．0057  

（53）  （57）  

0．0004  6．4  

”1  

0．0112  0．0121  

（45）  （48）  

0．0147  0．0124  0，0148  

（59）  （50）  （59）  

0．0017  13．2  0．0110  0．0127  

（44）  （51）  

0．0289  0．0237  0．0309  0．0286  0．0288  

（46）  （38）  （49）   （45）   （46）  

0．0026  9．3  0．0257  0．0278  

（41）  （44）  

0．0771  0．0651  

（48）  （41）  

0．0605  0．0552  0．0791  0．0747  0．0686  0．0098  14．2  

（38）  （35）  （49）  （47）  （43）  

0．208  0．161  

（52）  （40）  

0，174  0．162  0．223  

（44）  （41）  （56）  

0．025  13．6  

a：Arithmetic mean  

－21－   



CAS：112－41－4  

要  

試験蚕重量  

環境庁   

壷＿＿壁   

トドデセンの藻類（肋∂β血皿如Ⅵ血皿）に対する生長阻害試験  

雑書号  

NMMP／E99／1100   

試験方法   

本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo・201「藻類生長阻害試験」（1984年）に準拠して実施   

した。  

1）被験物質  

2）培養方式   

3）供託生物種  

4）温度  

5）暴露期間  

6）試験液量  

7）照明   

8）初期細胞濃度  

9）試験浪度（設定）  

：1－ドデセン  

：振とう培養（100rpm）  

：肋8β血皿C画以Ⅵ〃血皿（ATCC－22662）  

：23±2℃   

：72時間   

：100mL（OECD培地）  

：4000～50001ux（連続照明）  

：1×104ce118／mL  

：対照区、助剤対照区、0・45mg′L、0・95mg′L、2・OOmg′L、4・30mg／L  

9・00mg几19■Omg几および40・Omg几（公比2．1）  

10）試験液中の被験物質の分析  

：GC法（暴露開始時、終了時）  

ー7・  
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1－ドデセン（Cas．112－41－4）  

（丑生長曲線  

Survival（Hu■ber）  

ロ C8nC（Mt／し  

0一一0   
ロ．‖6CDnC（   

■－－・＝■   

0．02Conc（山   

口ーー」コ   
ロ．03 CDnC（れ  

ムー・・－△   

0．0引 Conc（   

ノ・ノ   
D．059Cっn亡（   

X－－・十X   

8．086（）onc（   

P・・＝－■♭   

0．097 Con⊂（   

48  

lncub8t】0n tlme（ren）  

†i什e COUrSe Patlern Df Alヱae Gr8Wth Test  

‖2引用  

②EC50の算出  

Growth（8i…aS）  
99．  

95．  

9【し  

80．   

70．  

5D．  

3（l，   

20．  

10．  

5．0  

Concentration（Conc（れg／L））  

Dose－「8SPOnSe CurVe for EC500f Algae Growth Test （Prob＝・加両hod）  

112414   

③毒性価  

・毒性値算出に用いた実測濃度：幾何平均値  

■EC50値：＞0．097m釘L プロビット法  

・NOEC値：0．059mg／L Dunnett型の検定  

82  
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CAS：112・41＿4  

Table2． MeasuredConcentration畠Ofl・DodeceneDuringa72・HourExposureof  

肋ββか〟皿呼止以ⅥU蝕皿  

Nominal  MeasuredConcentration（mg／L）  

Concentration  OHour Percentof  72日our Percentof   

（mg／L）  Nominsll Nominal  

Control  く0．003  く0．003  

DispersatControl く0．003  く0．003  

0．45  0．17  37．8  く0．003  

0．95  0．28  29．5  く0．003  

0．61  30．5  く0．003  

4．30  l．13  26．3  く0．003  

2．31  25．7  〈0．003  

19．0  4．33  22．8  く0．003  

40．0  6．24  15．6  く0．003  

・17・  
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CAS：112・41＿4  

要  

試験委託者  

環境庁   

表 層  

1－ドデセンのオオミジンコ（坤刀血皿句印刷こ対する繁殖阻害試験   

試験番号  

NMMP／E99／3100   

革撃方法  

本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．211「カーオミジンコ繁殖試験」（1998年）に準拠  

して実施した。  

1）被験物質  

り暴露方法  

3）供試生物  

4）暴蕗期間  

5）試験濃度  

：1一ドデセン   

：半止水式（過に3回、試験彼の全量を交換）  

：オオミジンコ（瑚月血皿確Ⅵめ  

：21日間  

‥対照区、助剤対照区、0・019mg／L、0・033mg′L、0・060mg′L、0・108mg／L、  

0・194mg几および0．350mgnJ（設定濃度）  

（公比1．8、助剤HCO－50、100mgノL）  

：1容器（連）につき80mL   

：10容器（連）／浪度区  

6）試験液量  

Ⅵ連数  

8）供試生物数 ：10頭／浪度区（1連につき1頭）  

9）試験水温   ：20±1℃  

】．0）照明  ：室内光、16時間明／8時間暗  

11）被験物質の分析  

：GC分析  

ー7－  
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CAS二112－41．4  

唾⊥果   

1）試験液中の被験物質濃度  

実測濃度が設定濃度の±20％を外れたので結果の算出には実測濃度の時間加重平均値を  

用いた。   

2）21日間の親ミジンコの半数致死濃度（LC50）  

＝＞0．106mg／L   

3）21日間の50％繁殖阻害濃度（ErC50）  

＝＞0．10Gmg／L   

4）21日間の最大無作用濃度（NOECr）＝0．0408mg／L   

5）21日間の最′ト作用濃度軋OECr）＝0．10Gmg几  

（上記濃度は、実測濃度の時間加重平均値に基づく値）  

一8－  
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CAS：112－41・4  

Figure2 MeanCumulativeNumbersofJuvenilesProd11CedperAdult（∑FIIP）during21days  

十Control   

＋Dispersant  
Control  

＋0．0051mg／L   

－★－0．0117mg／L   

一斗仁一0．0120mg／L   

＋0．0282mg／L   

＋0．0408mg／L   

－0．106mg／L  
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CAS：112－41＿4  

Tablel・2 Time－WeightedMeansofMeasuredConcentrationsofl－Dodeceneduringi121－  

dayExposureof瑚Djbmag7］aunderSemi－StaticTestConditions  

NominalCollCentration Tlme－WeightedMeall PercentofNon血al  

（mg／じ  （【Ilg／L）  （瑚  

CoJ止rol  

Dispersant Cotltrol 

0．0051  

0．0117  

0．0120  

0．0282  

0．0408  

乃血／dr（ヲα  
乃桝e－We豆加gdんおα〃＝  

花山／β甲  

Cb〃C（トCo〃Cノ  
×β（モ岬  」J・β〟＝  

加（Co”Cβト血（C脚Cノ）   

CbncOisthemeasuredconcenLrationaい山estartofeとIChrehewalperio（1．  

Chnclisthemeasuredconcentrationattheendofe之IChrenewalperiod．  

伽isthenumberofdaysinthereriewalperiod、  

－18一  
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要 旨  

趣委託量   

環境庁  

M   

デカンニ酸ビス（2，2，6，6－テトラメチルー4一ピペリジニル）の藻類（∫eノeガ∂∫J√閥  

cβ♪√ノcβ〃〃／〟虚 に対する生長阻害試験  

卵番号   

9B454G  

昼顔方迭   

本試験は，OECD化学品テストガイドラインNo．201「藻類生長阻害試験」（1984年）に準拠  

して実施した。   

1）被鹸物質： デカンニ酸ビス（2．2，8．6一テトラメチルー4－ビペリジニル）   

2）暴露方式： 止水式，振とう培養（100rpⅡl）   

3）供試生物：  ∫eノe朋∫J√〟∬C∂♪′ノc〃√〟〟J〟厨仏TCC22662）   

4）暴落期間： 72時間   

5）試験濃度（設定値）：  

対照区，助剤対照区，0．020，0．043，0．093，0．200，0．430，0，930，  

2．00mg／L  

（公比：2．2，助剤濃度一定：40mg／L，テトラヒドロフランおよびHCO－40使用）   

6）試験液量： 100mL（OECD培地）／容器   

7）連数：  3容器／濃度区   

8）初期細胞濃度：lXlO4cells／mL   

9）試験温度： 23±2℃  

10）照明：   40001ux 

11）分析法：  GC法  

ー7－  
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デカンニ酸ビス（2，2，6，6－テトラメチルヰピペリジニル）（Cas．52829－07－9）  

①生長曲線  

Survival（仙川ber）  

8Conc（mg／L   

C－一0   
0．ロ11Conc（   

■・－・・・甲   

ロ．013 C8nC（  

ロー－－1コ   

0．05 Conc（m  

△－－・－△   

D．t33 Conc（  

0．3ヰ6 Conc（   

×－－×   

0．7†8 Conc（   

【ゝ－－‥■♭  

lt台23Conc（   

48  

1ncubation time（ren）  

Time亡8urSe Pattern Of Algae Growth Test  

52829D79  

②EC50の算出  

Growth柑iomas）  

Dose－reSPOnSe C＝「Ve fDr EC50bf Algae Gro再h Te5t （Probit methDd）  
52829（）了9   

③毒性値  

・毒性値算出に用いた実測濃度＝幾何平均値  

・EC50値：1．026mg／L プロビット法  

・NOEC値：0．050mg／L Dunnett型による検定  

89  



Tablel． Measured Concentrations of the Test Substancein Test Water   

Measured ConcentratioT）hg／L）  Nominal   

Concentratio71  

血g／L）  

0．Hour  Percent of  72Hol】r  Percent of  

Ⅳ0】¶iIlal  Nomina】  

Contro】   くqOO3  

501vent Contro】． く0．003  

0．020  0．019  

0．043  0．043  

0．893  0．082  

0．200  0．193  

0．430  0．447  

0．930  0．872  

2．00  1．92  

〈0．003  

〈0．003   

0＿006  30   

0．004  9   

0．030  32   

0．091  46   

0．269  63   

0．591  64   

1．73  87  

－17－  
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試準委託者   

環境庁  

奉  

デカンニ酸ビス（2，2，6．6－テトラメチルー4－ピペリジニル）のオオミジンコ（助両肌鳥肌相通に  

対する繁殖阻害試験  

鍔験番号   

9B498G  

試験方法  

本試験は，OECD化学品テストガイドラインⅣ0．211「オオミジンコ繁殖試験」（1998年）  

に準拠して実施した。  

1）被験物質：デカンニ酸ビス（2，2，6．6－テトラメチルー4－ピペリジニル）  

2）暴露方式： 半止水式（24時間毎に試験液の全量を交換）  

水面をテフロンシートで被覆  

3）供試生物： オオミジンコ（♪郎頭〟／∂劇∂g刀d  

4）暴露期間： 21日間  

5）試験濃度（設定値）：  

対照区，助剤対照区，0．10，0．30，0．90，2．80，8，50耶几  

公比：3．0  

助剤濃度一定：68．O mg／L（HCO－40およびテトラヒドロフラン使用）  

6）試験液量： 80mL／容器  

7）連数：   10容器／凛度区  

8）供試生物数：10頭／濃度区（1頭／容器）  

9）試験温度： 20±1℃   

1即照明：   16時間明／8時間暗   

‖）分析法： GC法  

－7一  
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詔ふ屋   

1）試験液中の被験物質濃度  

被験物質の測定濃度が設定値の±20琴を超えたものがあったため，各影響濃度の算出  

には測定値（時間加重平均値）を採用した。  

2）21日間暴露の各影響濃度結果を以下に示す。  

親ミジンコの半数致死濃度（LC50）：1．31mg几  

（95％信頼限界：0．77～2．35mg／L）   

0．96甘Ig／L  

（95％信頼限界：0．84～1．12mg／L）   

0．23mg／L   

O．6lmg／L  

50％ 繁殖阻害濃度（EC50）：  

最大無作用濃度（ⅣOEC）   

最小作用濃度乱OEC）  

ー8－  
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Table4 Mean Cumula＝ve Numbers ofJuveniles Produced pcr Adult Alive for21DaYS（∑Fl／P）  

Nominal  DaYS  
Conc．  田  田  田  田  田  悶  田  胆  14  幽  田  田  田  19  囲  印   

Control  0．0  0．0  10．2  1・0．2  10．2  37．2  37．2  37．Z  52．4  65．7  65．7  65．7  94．2  94．3  94．3  11】．5   

Solv．cont．  0．0  0．0  匹  9．8  9．8  38．2  36．2  36．2  78．1  78．1  7臥1  98．8  114．6  114／8  ＝4＿8  143．8   

0．10mg／L  四  0．8  川．1  10、1  10．1  2臥0  37．3  37．3  69．9  75．D  75．0  94．7  103．6  103．6  103．6  126．9   

0．30mg／L  0．0  軋0  10．7  10．7  10．7  31．8  31．8  31．8  71，0  71．D  71．0  104．9  109，1  109．1  109．1  140．2   
0．90mg／1  0．0  0．0  12．6  12．7  12．7  34．7  34＿7  34．7  61．7  65．0  65．0  82．3  95．Ⅰ  95．1  96．3  121．7   
2．80mg／L  0．0  0．0  0．0  0．0  0．0  0．0  0．0  0－0  0．0  0．0  1，0  Ⅰ．0  1．0  4．3  4．3  8．7   

8．50mg／L  

AllparentalDaphD13Were dead during a21－days testing period．  

Figure2 Tjme Course of ∑F］／P for Each Concentration Level  
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TableトINeasuredConcentrationsoftheTestsubstanceinTes川aterduringa21－dayExposureperiod   （DaphnjaReproductionInhibitionTestundertheく？mi＿qh†；ハT∧ハ▲ハ＿＿．．，． theSemi－StaticTestcondi（i ons）  
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資料2－7  

第一段階改正化審法の施行に伴い良分解性及び分解性が明らかでない  

化学物質を第二種及び第三種監視化学物質に指定することについて  

平成21年12月18日  

厚生労働省医薬食品局審査管理課化学物質安全対策室  

経済産業省製造産業局化学物質管理課化学物質安全室  

環境省総合環境政策局環境保健部企画課化学物質審査室  

1．基本的考え方   

①第一段階改正後の化審法において、第二種及び第三種監視化学物質から難分解性の要   

件が外れることから、良分解性及び分解性が明らかでないものから第二種及び第三種監   

視化学物質を指定することとしたい。   

②ただし、良分解性及び分解性が明らかでないすべての化学物質について、新たに包括的   

な有害性情報の収集・評価を行うことは困難であることから、あらかじめ専門家による有害   

性情報の収集・評価が終了している化管法（特定化学物質の環境への排出量の把握等及   

び管理の改善の促進に関する法律）対象物質からこれまでの考え方等を踏まえて抽出を   

行うことを基本とし、OECDのHPVプログラムへの貢献等を目的として国が試験等を実施   

した物質についても、通常の判定基準に基づき指定する。   

③また、難分解性物質について現行の低生産量の特例が適用される製造輸入量合計10t   

／年以下を参考にしつつ、良分解性及び分解性が明らかでない物質に関する今回の措置   

が第二段階改正後の優先評価化学物質の指定に向けた来年度1年間に限定されるもの   

であるという趣旨にかんがみ、ばく露に関して、製造輸入量合計が100t／年を超える物   

質を優先し、それ以下のものは今回の指定の対象から除外する。  

2．化管法指定物質からの選定（物質リストは別添1－1及び2－1、根拠データは別添1－2、   

2－2を参照）  

（1）基本   

①化管法第一種及び第二種指定化学物質のうち、良分解性及び分解性が明らかでない  

物質を対象   

②金属化合物等個別物質を特定できないものは除外   

③既知見通知により、化書法第二種又は第三種監視化学物質相当ではないと判断される  

ものは除外  

（2）ぱく露条件   

（D第一種又は第二種指定化学物質にかかわらず、製造輸入量合計が100t／年以下の  

物質は除外   

②農薬に関しては、農薬用途以外の出荷量が100t／年以下のものは除外  

（3）有害性条件   

＜第二種監視化学物質＞  

－1－   



化管法指定物質から化審法第二種監視化学物質への指定に関するこれまでの考え方を  

踏襲し、以下の化学物質を除外した上で指定  

・化審法の審査対象外の化学物質（専ら医薬品及び農薬として使用されているもの等）  

・既に化審法の第一種及び第二種特定化学物質に指定されている化学物質  

・人健康影響以外の観点で対象となった化学物質（生態毒性及びオゾン層破壊）  

＜第三種監視化学物質＞  

1）化管法指定物質から化書法第三種監視化学物質への指定に関するこれまでの考え方  

を踏襲し、以下の化学物質を除外した上で指定  

・化審法の審査対象外の化学物質（専ら医薬品及び農薬として使用されているもの等）  

・既に化書法の第一種及び第二種特定化学物質に指定されている化学物質  

・生態毒性以外の観点で対象となった化学物質（人健康影響及びオゾン層破壊性）   

2）良分解性化学物質の急性慢性毒性比（ACR）については、現時点で定まったものがな  

いことから、生態毒性の急性毒性値からの慢性毒性値の外挿は行わず、1）で選定した  

物質のうち、慢性毒性試験のデータがある物質で「監視化学物質への妥当性の判定等  

に係る試験方法及び判定基準」のⅡ．（7）［2］で規定されている慢性毒性に係る判定基  

準（NOECO．1mg几以下）を満たすものを指定   

3．化管法指定物質以外からの選定（審査シートは資料2－8を参照）  

（1）ぱく露条件   

（D製造輸入量合計が100t／年以下の物質は除外   

②農薬に関しては、農薬用途以外の出荷量が100t／年以下のものは除外  

（2）有害性条件  

OECDのHPVプログラムヘの貢献等を目的として、国が試験・評価を行った物質につ   

いて、化審法第二種及び第三種監視化学物質の有害性に関する判定基準に基づき指定  

する。ただし、第三種監視化学物質については、良分解化学物質のACRについては、現  

時点で定まったものがないことから、生態毒性の急性毒性値からの慢性毒性値の外挿は  

行わず、慢性毒性試験のデータがある物質で慢性毒性に係る判定基準（NOEC O．1   

mg几）を満たすものを指定  

－2－  
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（別添1－1）  

化管法  
化曹法    政令  

分  化管法クラス分類  化審法  
No．  

種別    番号   
物質名  解 性   縮 性          CAS No．   官報公示         発が   生殖   変異   経口   吸入   作業   感作  

ん性   毒性   原性   慢性   慢性   環境   性   整理番号  

口  特定－  411  ホルムアルデヒド   良  2  50－00－0  2－482   

2  一種  18  アニリン   良  2  3  3  62－53－3  3－105   

3  特定－  400  ベンゼン   良  2  2  2  71－43－2  3－1   

4  一種  423  メチルアミン  74－89－5  2－129   

5  一種  13  アセトニトリル   良  75－05－8  2－1508   

6  一種  12  アセトアルデヒド   良  2  75－07－0  2－485   

7  特定－  56  エチレンオキシド   良  3  3  75－21－8  2－218   

8  一種  68  1．2一エポキシプロパン   良  2  2  75－56－9  2－219   

9  一種  35  イソプチルアルデヒド   良  78－84－2  2－494   

10  一種  2  アクリルアミド   良  2  3  2  79－06－1  2－1014   

皿  一種  98  クロロ酢酸   良  3  79－11－8  2－1145   

12  一種  415  メタクリル酸   良  2  3  79－41－4  2－1025   

13  一種  420  メタクリル酸メチル   良  80－62－6  2－1036   

14  一種  413  無水フタル酸   良  85－44－9  3－1344   

15  一種  339  N－ビニルー2－ピロリドン  3  2  8812－0  5－114   

3．3一－ジメチルビフェニルー4，4，－ジイル＝ジイ  
16  一種  228   ソシアネート  91－97－4  4－33   

17  一種  340  ビフェニル   良  3  92－52－4  4－13   

18  二種  36  1．3－ジクロロー2－プロパノール   良  3  96－23－1  3－2002   

19  一種  8  アクリル酸メチル   良  96－33－3  2－987   

20  一種  270  テレフタル酸   良  2  100－21－0  3－1334   

21  一種  53   
エチルベンゼン   

良  2  100－41－4   
3－28  

3－60   
22  一種  240  スチレン   良  2  3  100－42－5  3－4   

23  一種  258  1．3，5，トテトラアザトリシクロ［3，3，1．1（3，7）］デ カン   良  100－97－0  5－1155   

24  一種  76  イブシロンーカプロラクタム   良  105－60－2  5－1097   

25  一種  65  エビクロロヒドリン   良  2  3  106－89－8  2－275   

26  一種  417  メタクリル酸2．3－エポキシプロピル   良  106－9卜2  2－1041   

27  一種  123  3－クロロブロペン   良  低  3  107－05－1  2－123   

28  一種  9  アクリロニトリル   良  2  3  2  3  107－13－1  2－1513   

29  一種  59  エチレンジアミン   良  107－15－3  2－150   

30  二種  16  クロロアセトアルデヒド 107－20－0  2－526   

31  一種  84  ダノオキサール   良  2  107－22－2  2－510   

32  一種  134  酢酸ビニル   良  2  3  108－05－4  2－728   

33  一種  414  無水マレイン酸   良  108－31－6  2－1101   

34  一種  300  トルエン   良  3  108－88－3  3－2   

35  一種  154  シクロヘキシルアミン   良  108－91－8  3－2258   

36  一種  349  フェノール   良  108－95－2  3－481   

37  一種  58  エチレングリコールモノメチルエーテル   良  2  2  109－86－4  2－405   

38  一種  135  酢酸2－メトキシエチル   良  2  2  110－49－6  2－740   

39  一種  392  ノルマルーヘキサン   良  3  110－54－3  2－6   

40  一種  57   
エチレングリコールモノエチルエーテル   

良  2  110－80－5   
2－411  

2－2424   
41  一種  342  ビリジン   良  3  110－86－1  5－710   

42  一種  133  酢酸2一工トキシエチル   良  2  111－15－9  2－740   

43  一種  355  フタル酸ビス（2－エチルヘキシル）   良  低  2  2  2  117－81－7  3－1307   

44  一種  271  テレフタル酸ジメチル   良  120－61－6  3－1328   

45  一種  343  ピロカテコール   良  2  120－80－9  3－543   

46  一種  69  2．3－エポキシプロピル＝フェニルエーテル   
良  2  2  122－60－1   

3－559  
3－594   

47  一種  336  ヒドロキノン   良  123－31－9  3－543   

48  一種  390  ヘキサメテレンジアミン   良  3  124－09－4  2－153   

49  一種  218  ジメチルアミン   良  3  3  124－40－3  2－134   

50  一種  213  N，N－ジメチルアセトアミド   良  2  127－19－5  2－723   

51  一種  352  フタル酸ジアリル   良  131－17－9  3－1325   

52  一種  51  2－エチルヘキサン酸  3  149－57－5  2－608   

53  一種  55  エチレンイミン  2  151－56－4  5－2   

54  一種  401  1，2，4－ベンゼントリカルボン酸1，2一無水物  良  2    552－30－7  3－1362   

55  一種  67  2，3－エポキシー1一プロパノール   良  2  2  556－52－5  2－2389   

56  一種  131  3－クロロー2－メチルー1－プロペン   
良  2  563－47－3   

2－117  

2－2367   
57  一種  151  1．3－ジオキソラン  646－06－0  5－500   

58  一種  6  アクリル酸2－ヒドロキシエチル   良  818－61－1  2－995   

59  一種  391  ヘキサメテレン＝ジイソシアネート   良  822－06－0  2－2863  
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67  一種  73  トオクタノール   良  111－87－5  2－217   

68  一種  85  グルタルアルデヒド   良  2    111－30－8  2－509   

69  一種  137  シアナミド  3  420－04－2  1－139   

70  一種  303  1．5－ナフタレンジイル＝ジイソシアネート  3173－72－6  4－527   

71  一種  307  二塩化酸化ジルコニウム  7699－43－6  1－648   

72  一種  346  2－フエニルフェノール   良  90－43－7  4－19   

73  一種  354  フタル酸ジーノルマルーブテル   良  低  2  84－74－2  3－1303   

74  特定－  385  2－ブロモプロパン．   良  3  75－26－3  2－76   

75  一種   
398  ベンジル＝クロリド   

良  2  

100－44－7  3－39  
3－102  
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化管  分  化蕃法  人健康影響に関する情報  
N0．   法  化学物質名  解  

種別   性   整理番号  種別   クラ ス  拭験法  菌穣一細胞 種・動物種  投与期間  結果  評価持株  毒性値   備考   出典   

1（IARC）  

Bl（EPA）  

発がん性  l  R（NTP）  

A2（ACGIH）  

2A（日本産美術生学  

l  特定  
会）  

一種   良    50－00－0  2－482  
変異原性  l  休細胞小核   ラット  

試験  陽性  CERl有害性  
invivo苫式験で陽性   評価書（2006）  

吸入慢性毒性  2  ラット   12ケ月  LOAEL  2ppm   内の障害   SIDS（2002）  

第2群（日本産美術生  
感作性  l  学会）  

SEN（ACGIH）  

発がん性  2  B2（EPA）  

A3（ACGIH）  

マウス骨髄  変異原性  l  小核試験   細胞  陽性  CERI有害性  
invivo吉式験で陽性   評価書（2007）  

2  一種  18  アニリン   
良    62－53－3  3－105                                                             経口慢性毒性  3  ラット   104週  LOAEL  7mg／kg／day  

3  TWA  3月mg／m3  血中メトヘモグロビン 増加  日本産業衛 生学会  

作業環境  
3  TWA  7．6mg／m3  血中メトヘモグロビン 増加  ACGIH（2007）   

1（1ARC）  

K／L（EPA）  

発がん性  l  1（EU）  

K（NTP）  

Al（ACGIH）  

1（日本産美術生学会）  

3  特定 一種  400  ベンゼン   
マウス骨髄  

良  7卜43－2  3－1  変異原性  l  小核書式験   細胞  陽性  CERI有害性  
invivo吉式験で陽性   評価書（2006）  

経口慢性毒性  2  EPA水質基準値  
0005mg／L  

吸入慢性毒性  2  
国内大気基準値  
0003mg／mユ  

作業環境  3  
日本産業衛  

TWA  16mg／m3  白血病   ACGIH（2007）   

4  t種  423  メチルアミン  74－89－5  2－129   変異原性  l  優性致死吉式 験  ラット  陽性  invivo試験で陽性  ルCUD（2000）   

5  一種  13  アセトニトリル   良    75－05－8  2－1508   変異原性  l  小核試験  マウス  陽性  jnvivo試験で陽性  EU一 RAR（2002）   

2B（IARC）  

B2（EPA）  

がん原性  2  R（NTP）  

6  一種  12  アセトアルデヒド   良    75－07－0  2－485  A3（ACGIH）  

2日（日本産美術生学  

会）  

変異原性  l  小核拭験  マウス  陽性  CERI有害性  
invivo吉式験で陽性   評価書（2006）  
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A2（ACGIH）  

1（日本産美術生学会）  

7  特定 一種  56  エチレンオキシド   良    75－2卜8  2－218   変異原性  l  慢性致死王式 験  マウス  陽性  CERI有害性  
invivo試験で陽性   評価書（2006）  

吸入便性毒性  3  ラット   2年  LOEL  60．4mg／m3■  体重増加の減少  CICAD（2003）  

mA  1．8mg／mユ  発がん、中枢神経陣 【∃  日本産美術 生学会  
作業環境′  3  

TWA  1．8mg／mユ  発がん、中枢神経障 日 ■：コ  ACGIH（2007）   

2B（IARC）  

B2（EPA）  

2（EU）  

発がん性  2  R（NTP）  

8  一種  68  1．2－エポキシプロパン   良    丁5－56－9  2－219  A3（ACG1日）  

2B（日本産美術生学  
会）  

変異原性  l  小核試験  マウス 甘髄  陽性  CERI有害性  
invivo王式験で膿性   評価書（2007）  

吸入慢性毒性  2  ラット   2年  LOAEL  30ppm   ▲腔の呼吸上皮の変  lRIS（1991）   

9  一種  35  イソプチルアルデヒド   良    78－84－2  2－494   変異原性  l  染色体異常 杖鹸  マウス骨髄  陽性  invivo王式験で陽性  SIDS（1996）   

2Å（1ARC）  

B2（EPÅ）  

2（EU）  

発がん性  2  R（NTP）  

A3（ACGIH）  

2A（日本産美術生学  
会）  

変異原性  l  優性致死王式 験  マウス  腸性  CERI有害性  
invivo試験で陽性   評価書（2007）  

3  ラット   2年  
NOAEL  0．5mg／kg／da  CERI有害性  

経口慢性毒性  y   頸骨神経の損傷   ‡平価書（2006）  

WHO水質基準値  
10  一種  2  アクリルアミド   良    79－06－1  2－1014  0．005mg／L  

作業環境  2  
日本産業衛  

TWA  0．1mg／m3  中枢神経障害  生学会  
TWA  0．03mg／mユ  中枢神経障害   ACGIH（2007）  

母動物の1腹あたりの  
胎児数減少、放の雌を  
妊娠させる能力の低  

生殖毒性  3  経口（飲水）  マウス  
15mg／kg／da  LOAEL   y  

数増加  
（EU生殖発生毒性分  
類及びR￥句：カテコ’リー  

3（R63））  

瑚   
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化菅  分  人健康影響lこ関する情報  

No．   法  化学物質名  
種別   性   解   濃 縮 性  CAS No．  化手法 官報公示 整理番号            種別   クラ ス  試験法   備考■   出典   

纏●   

書式鹸   陰性  C【Rl有害性  

皿  一種  98  クロロ酢酸   
invivo試験で陽性  

良    79－1卜8  2－1145   
経口慢性毒性  3  WHO水質基準値  

002／   

経口慢性毒性  2  ラット、ウサ ギ  6ケ月  NOAEL  0．05mg／kg／d  
12  一種  415  メタクリル酸   良    79－41－4  2－1025  ay   腎臓の圭1減少   

吸入慢性毒性  3  ラット、マウ ス  90日  CERI有害性   LOAEL  20ppm   ▲腔上皮変性   
評価書（2005）   

13  一種  420  メタクリル酸メチル   良    80－62－6  2－1036   感作性  2  
第2群（日本産美術生  

学会）  

SEN（ACGIH）  

第1群（日本産業衛生  

14  一種  413  無水フタル酸   良    85－44－9  3－1344   感作性  l  学会）  

SEN（ACGIH）  

コ  

吸入慢性毒性  3  ラット   3，12．18．24ケ   
15  一種  339  N－ビニルー2－ピロリドン  88－12－0  5－114  月  

LOAEL  5ppm   梯的：肝臓、気道（刺  

2  

激）に起因   RAR（2003）  

TWA  3  ACGIH（2007）  

l  復帰突然変  陽性  比活性値   安術法変異  

16  一種  228  3．3■－ジメチルビフェニルー4．4■－ジイル＝ジイ  異試験  g   
原性書式験結  

ソシアネート  91－97－4  4－33   変異原性  果（2005）  

l  染色体異常  安術法変異  

試験  原性試験結  
果（2005）  

変異原性  ■  コメットアツ   マウス骨髄  
17  一種  340  ビフェニル   良    92－52－4  4－13  セイ  細胞  嬢性  invivo吉武験で膿性   HSD8（2008）  

3  TWA  3  ヨ   ACGIH（2007）  

18  
しOAEL   CERI有害性  

良    96－23－1  3－2002  経口慢性毒性  3  ラット   2年  
y  評価書（2004）  

オーシス  
19   － 7  ′、只t  マ  lnVlVO吉式験で陽性  

20  一種  270  テレフタル酸   良    100－2卜0  3－1334  吸入慢性毒性  2   ラット   4週  LOEL  3．31mg／m3   気管粘膜上皮の変性   

2B（IARC）  

21  一種  53  エチルベンゼン   良    100－4卜4  3－28 3－60   がん原性  2  A3（ACGIH）  

2B（日本産美術生学  
会）   

がん原性  2  
2日（IARC）  

2B（日本産美術生学  

22  一種  240  スチレン   良    100－42－5  3－4  
会）  

陽性  CERI有害性  
invivo拭験で陽性   評価書（2006）  

変異原性  l  体細胞小核 書式験  マウス  

経口慢性毒性  3  WHO水質基準値  
002mg／L  

23  一種  258  1．3，5．トテトラアザトリシクロ［3．3．1．1（3．7）］ デカン  良    100－97－0  5－1155   
惑作性  l  R42（EUリスク警句）  

24  一種  76  イブシロンーカプロラクタム   良    105－60－2  5－1097   変異原性  l  マウススポッ  
ト書式鹸   マウス  腸性  invivo吉式験で膿性   DFGOT（1982  
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がん原性  2  R（NTP）  

A3（ACGIH）  

2A（日本産業衛生学  

25  一種  65  エビクロロヒドリン   良    106－89－8  2－275  会）  

変異原性  l  染色体異常 試鹸  マウス骨髄 細胞  陽性  CERl有害性  
invivo夏式験で陽性   評価・暮（2007）  

経口慢性毒性  l  
WHO及び国内水質基  
遣使0．0004mg／L  

作業環境  3  TWA  1．9mg／m3  上部気道刺激、男性 生殖器機能障害  ACGIH（2007）   

良    106－91－2  2－1041   変異原性  l  体細胞小核   ラット  
厚生労働省  

26  一種  417  メタクリル酸2．3一エポキシプロピル  
試験  

陽性  invivo書式験で陰性   既存化学物  
毛圭   

27  一種  123  3－クロロブロペン   良  低  107－05－1  2－123   作業環境  3  mA  3．1mg／m3  眼及び上部気道刺 激、肝及び腎損傷  ACGIH（2007）   
2B（1ARC）  

Bl（EPA）  

がん原性  2  
2（EU）  

R（NTP）  

A3（ACGIH）  

2A（日本産美術生学  

変異原性  l  不定期DNA 合成試験  ラット肝細胞  陽性  CERI有害性  
invivo試験で陽性   報告書（2006）  

28  一種  9  アクリロニトリル   良    107－13－1  2－1513                                                                 経口慢性毒性  3  ラット   2年  
0．25mg／kg／d  NOAEL   a 

ゼ活性の上昇   粗告書（2005）  

体重減少、1腔の呼  

吸入悼性毒性  2  ラット   2年  」OAEL  7．Tmg／m3   吸上皮の変性及び炎 症、粘膜分泌細胞の  
過形成   

3  mA  4．3mg／m3  中枢神経 障害、下部  

作業環境  
3  T〟A  4．3mg／m3  中枢神経 

障害、下部  

29  一種  59  エチレンジアミン   良    10丁－15－3  2－150   感作性  山  R42（Eリリスク昔句）  

0．00047revノ  
安衛法変異  

30  二種  16  クロロアセトアルデヒド  107－20－0  2－526   変異原性  l  復帰突然変 異試験  細菌  陽性  
mg  

原性試験轄  
果（2005）   

変異原性  l  染色体異常 試験  ラット  陽性  CERl有害性  
invivo試験で陽性   評価書（2006）  

31  一種  84  グリオキサール   良    107－22－2  2－510  
作業環境  2  TWA  0．1mg／m3  上部気道刺激   ACGIH（2007）  
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化菅  分  人健康影響に関する情報  

N0．   法  化学物質名  
種別   性   解   漉 縮 性  CAS No．  化手法 官報公示 整理番号  種別   クラ ス  鱒験法  菌種1細胞 種・動物種  投与期間  結果  評価指摘  毒性値   備考   出典   

2B（IARC）  

がん原性  2  A3（ACGIH）  

32  一種  134  酢酸ビニル   良    108－05－4  2－728  
2B（日本産美術生学  
会）  

変異原性  l  体細胞小核 試験  マウス  陽性  CERI有害性  

吸入  毒性  3  ラット、マウ   invivo試験で犠牲   絆価書（2005                    2    NOAEL  50 m  内の－’症  R（   

第2群（日本産美術生  

33  一種  414  無水マレイン酸   良    108－31－6  2－1101   感作性  l  学会）  

SEN（ACGIH）  

R42（EUリスク書旬）   

変異原性  l  体細胞小核   マウス骨髄  
書式鹸  陰性  invivo試験で陽性  IARC（1999）  

ヒトで自然流産の増  
加、妊婦のトルエン乱  
用による新生児の発  
青臭常・奇形、血兼中  
の黄体形成ホルモン、  
テストステロン濃度の  

34  一種  300  トルエン   良    108－88－3  3－2  
減少、動物実験より死  

1885mg／m3  
生殖毒性  3  経口、吸入  ヒト、ラット、 マス  

ウ  LOAEL  加、胸骨分節の減少・  
650mg／kg／d a  

y  （sh挿ヒhribprofile）、  

過剰肋骨、骨格の発  
達遅延、反射反応の  
遅延、学習障害  
（EU生殖毒性分類及  
ぴリスク￥句：カテコ●リー  

3（R63））   

変異原性  l  優性致死拭 験  マウス  
CERIハザー  

35  一種  154  シクロヘキシルアミン   良    108－9ト8  3－2258  陽性  invivo試験で膿性   ドデータ集  
（2002）   

36  一種  349  フェノール   良    108－95－2  3－481   変異原性  l  生殖細胞染 色怯里党】泣  マウス綺原 細胞緒母  陽性  CERI有害性  
invivo書式験で陽性   評価書   

変異原性  l  伴性劣性致   ショウジョウ バエ  
死試験  弱い陽性  CERI有害性  

invivo試験で犠牲   

胎児の骨格系奇形、  
CERレヽザー  

生殖毒性  3  経口（飲 水）、吸入  ラット、マウ ス  NOAEL  31．25mg／kg／ day   胎児の死亡 （EU生殖毒性分類及 ぴリスク著句 
37  一種  58  エチレングリコールモノメチルエーテル  良    109－86－4  2－405  ：カテコ●リー  

2（R60－61））  

作業環境  2  TWA  0．31mg／m3   造血機能障害、生殖 機能障害  ACGIH（2007）  
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スク暮旬：カテコ■リー  

2（R60－61））   

B之（EPÅ）  

発がん性  2  
R（NTP）  

A3（ACGIH）  

2B（日本産葉衛生学  

経口偉性毒性  2  
EPA水質基準値  
0．006mg／L  

43  一種  355  フタル酸ビス（2－エチルヘキシル）   良  低  117－81－7  3－1307  
胎児の生存率低下、  
骨格、内鹿奇形の象  
か、吸収胚、死亡胎児  

経口（強制、  14mg／kg／da  

生殖毒性  2   混餌）   ス  NOAEL   y  下、産児数及び生存  
児数の減少（EU生殖  

毒性分類及びリスク警  
句：カテコ●リー2（R60－61））   

良    120－6ト6  3－1328   変異原性  l  体細胞小核 誠應  マウス  陽性  
CERレヽザー  

44  一種  271  テレフタル酸ジメチル  invivo試験で陽性   ドデ ー 

2B（IARC）  

がん原性  2  
A3（ACGIH）  

2B（日本産美術生学  

良    120－80－9  3－543  45  一種  343  ピロカテコール  
会）  

変異原性  l  体細胞小核 試験  マウス  陽性  
CERl有害性  

invivo試験で陽性   評価書（2008）  
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化管  化手法  人健康影響に関する情報  
No．   法  化学物質名   

種別   分 解 性  濃 楯 性  CAS N0．   官報公示 整理番号  種別   クラ ス  試験法  菌種・細胞 種・動物穫  投与期間  結果  評価指梯  毒性値   備考   出典   

2日（lARC）  

がん原性  2  
2（EU）  

46  一種  69  乙3－エポキシプロピル＝フェニルエーテル  良    122－60－1  3－559 3－594  A3（ACGIH）  

28（日本産美術生学  
会）  

ユ  詞  ACGIH（2007）  

47  一種  336  ヒドロキノン   良    123－3卜9  3－543   変異原性  l  小核試験  マウス骨髄 細胞  腸性  CERI有害性   
invivo試験で陽性  

48  一種  390  ヘキサメテレンジアミン   良    124－09－4  2－153  吸入慢性毒性   ラット、マウ ス  13週  CERI有害性  
NOAEL  3．1mg／m3  呼吸器上皮変性   

一己   ラット   24ケ月  
49  一種  218  ジメチルアミン   

LOAEL  10ppm   の   IUCuD（2000）  
良    124－40－3  2－134   

作業環境  3  TWA  9．2mg／m3  上部気道刺激、胃腸 損傷  ACGIH（2007）   

胎児に臓器や骨格の  
50  一種  213  N．N－ジメチルアセトアミド   良    127－19－5  2－723   生殖毒性  2  経口  ウサギ  NOAEL  300mg／kg／d ay   形成異常（EU生殖毒 性分類及びリスク警  

句：カテコ●リー2（R61））   

51  「種  352  フタル酸ジアリル   良    131－17－9  3－1325   l皇l  陽性  invivo吉式験で陽性  ATSDR（2005）   

内反足、多指、排骨欠  
100mg／kg／d  

52  一種  51  2一エチルヘキサン酸  149－57－5  2－608   生殖毒性  3  経口（混餌）  ラット  NOAEL   ay  生殖毒性分類及びリ  
スク￥句：カテコ●リー  

3（R63））   

2B（IARC）  

がん原性  2  2（EU）  

53  一種  55  エチレンイミン  151－56－4  5－2  A3（ACGIH）  

2B（日本産業衛生学  
口  lnVlVO吉式験で陽性  

作業環境  2  TWA  004mg／m〇   気道感作   ACGIH（2007）  

54  一種  401  1．2，4－ベンゼントリカルボン酸1．2一無水物  良    552－30－7  3－1362  第1群（日本産業衛生  
感作性  l  学会）  

RI  
2A（IARC）  

2（EU）  

がん原性  2   R（NTP）  

A3（ACGIH）  

2A（日本産美術生学  
会）  

l坐■  

55  一種  67  2，3－エポキシートプロパノール   良    556－52－5  2－2389  試験   ス骨髄細胞  陽性  invivo書式験で陽性  IARC（1999）  

精巣の萎縮、受精能  
の低下、胚、胎児の吸 収の増加 

LOAEL  100mg／kg／d ay    、児の死亡、 成長阻害  生殖毒性  l  経口（混餌）  ラット、マウ ス  
（EU生殖毒性分類及  
ぴリスク￥句：九千コ■リー  

2（R60））   （2003）  
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化菅  分  化手法  人健康影響lこ関する情報  

No．   法  化学物質名  解  
種別   性   整理番号            種別   クラ ス  試験法  菌種・細胞 種・動物種  投与期間  結果  評価指棟  毒性値   備考   出典   

発がん性  2  
2B（IARC）  

66  一種  66  1，2－エポキシブタン   良    106－88－7  2－229  2日（日本産美術生学  

吸入慢性毒性  2  マウス   2年  しOAEし  50ppm   Aヽ  Ⅰ剛S（柑92）                          鼻腔内の炎症   

67  一種  73  1－オククノール   良    111－87－5  2－217   変異原性  l  染色体異常試 鹸  ラット骨髄細 胞  膿性  invivo試験で陽性   CERl有害性評  
価暮（   

口  復帰突然変  安術法変異原  

異試験   
陽性  比活性値  性試験結果  

変異原性  （2005）  

68  一種  85  グルタルアルデヒド   良  l  染色体異常  陽性   D20値  0．00058mg／  
安衛法変異原  

試験  mL  
性試験結果  
（2005）  

作業環境  2  0．03ppm  ACG1日（2007）  

感作性  l  

変異原性  l  小核試験  ラット  陽性  GHS3省分類  
invivo試験で陽性  

69  一種  137  シアナミド  420－04－2  1－139  

経口慢性毒性  3  ラット   92週  血叛中丁3イ4レベルの 低下  IUCしID（2000）  

70  一種  303  1．5－ナフタレンソイル＝ンイソンアネート  3173－72－6  4－527 感作性  口  

71  一種  307  二塩化百削ヒジルコニウム  7699－43－6  1－648   変異原性  l  染色体異常   マウス骨髄細  陽性  胞  invル0試験で陽性  PATTY （200り   

72  一種  346  2－フエニルフェノール   良    90－43－7  4－19   
DNA結合吉武  

変異原性  l   験   胞  陽性  jnvivo吉式験で陽性  IARC（1999）   

生殖能低下、精巣の萎  
縮、精子生産能の低下、  

73  一種  354  フタル酸ジーノルマルーブチル   良  低  鋸卜74－2  3－1303   生殖毒性  2  経口（強制、 混餌）  ラット、マウス  妊娠中期の流産、生産  
LOAEL  52mg／kg／d8y     児数（率）の低下、児動  

物に奇形（外表奇形、骨  
格奇形）   

生殖毒性  l  吸入   
精子数の減少、月経停  

74  特定 一種  385  2－ブロモプロパン   
ヒト  

良    75－26－3  2－76  
止   データ集  

く2002）  

作業環境  3  日本産業衛生  
■学会H1999）                          卵巣、精巣、骨髄の障害   

2A（IARC）  

2（EU）  

発がん性  2  許容濃度  1ppm  A3（ACGIH）  

2A（日本産美術生学  
会）   

75  一種  398  ベンジル＝クロリド   良    100－44－7  3－39 3－102  
l  復帰突然変  安衝法変異  

臭試験  陽性  比活性値  942revノmg  原性試験結  

変異原性  臭（2005）  

l  染色体異常  安術法変異  

試験  陽性   D20値  0．040mg／mL  原性吉式験結  
臭（2005）  
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化管法  
化菅法    政令  

分  CAS  化審法  
No．  

種別    番号   
物質名  解  

生態毒性   No．  
官報公示  

性   整理番号  

l  一種  7  アクリル酸ノルマルーブテル   良  141－32－2   2－989   

2  一種  188   
N．N一ジシクロヘキシルアミン   

良  10卜83－7   3－2259  
3－2686   

3  t種  274  ターシャリードデカンチオール  25103－58－6   2－464   
りん酸トリトリル  3－2522  

4  一種  460  1330－78－5  3－2613  

3－33（ミ3  
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化甘  
化菅法  

化書法  化管法追加物質の生態ヰ性  参考  

No．  化学物質名   
種別  分 蝋 性  濃 輪 性  CAS N0．   官報公示 整理番号  生態 クラス  EU／生態 毒性  出典   ▲二ノ‘■■ （mg／L）  LogPow   

備考  

号  

l  一種  7  アクリル酸ノルマルーブチル   良    14ト32－2  2－989   1 NG 藻類  セレナストラム  72   時間  NOEC  0．077  mg／L  環境省生態影響試腰 （1999）  1400   2．38  

2  一種  188  N，N－ジシクロへキシルアミン   良    10ト83－7  3－2259  l  R50－53  甲殻類  オオミジンコ   21   
3－2686  

日間  NOEC  0．049  mg／L  環境省生態影響試験 （1998）  800   3．5   アミン類   

3  一種  27ヰ  ターシャリードデカンチオール  25103－58－6  2－464   甲殻類  オオミジンコ   21   日間  NOEC  0．011  mg／L  環境省生態影響試験 （柑99）  0．25   6．1  

3－2522  

4  一種  460  りん酸トリトリル  1330－78－5   3－2613  甲殻類  オオミジンコ   14   日間  NOEC  0，1   mg／L  EHC   0．36   5．12  

3－3363   




